
で
、
こ
れ
ま
で
Ｅ
Ｕ
の
ル
ー

ル
に
縛
ら
れ
て
い
た
通
商
政

策
を
自
国
で
判
断
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
今
後
、
各
国
と

自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）

や
経
済
連
携
協
定（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）

を
結
ぶ
協
議
を
急
ぎ
た
い
考

え
だ
。

　

日
本
に
と
っ
て
英
国
は
重

要
な
貿
易
相
手
。
日
本
の
財

務
省
の
貿
易
統
計
に
よ
る

と
、
２
０
１
８
年
の
輸
出

英
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
成
果
狙
う

日
本
と
の
貿
易
交
渉
加
速
か

米
、
新
た
な
対
中
関
税
回
避
へ

ト
ラ
ン
プ
氏
「
合
意
近
い
」

で
、
日
本
と
の
貿
易
交
渉
が

加
速
し
そ
う
だ
。
自
国
の

意
向
に
沿
っ
た
通
商
政
策
を

実
現
し
、
離
脱
の
成
果
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
。

　

英
国
は
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
離
脱

　
【
ロ
ン
ド
ン
共
同
】
英
総

選
挙
で
ジ
ョ
ン
ソ
ン
首
相
率

い
る
与
党
保
守
党
が
過
半
数

を
獲
得
し
、
来
年
１
月
末
の

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
離
脱
が

確
実
な
情
勢
に
な
っ
た
こ
と

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
＝
藤

原
章
博
】
複
数
の
米
メ
デ
ィ

ア
は
１
２
日
、
ト
ラ
ン
プ
米

政
権
が
１
５
日
に
計
画
す
る

対
中
制
裁
関
税
の
発
動
を
回

避
し
、
既
に
発
動
済
み
の
制

裁
関
税
の
税
率
も
引
き
下

げ
る
と
報
じ
た
。
中
国
と
の

貿
易
協
議
で
、
部
分
合
意
の

詳
細
に
関
し
て
大
筋
で
一
致

し
た
と
い
う
。
昨
年
７
月
に

始
ま
っ
た
米
中
の
関
税
合
戦

は
ひ
と
ま
ず
休
戦
と
な
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
東
京
の
株

式
市
場
で
は
投
資
家
の
安
心

感
が
広
が
り
、
株
価
が
上
昇

し
た
。

　

米
紙
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー

ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
電
子
版
に

よ
る
と
、
ラ
イ
ト
ハ
イ
ザ
ー

米
通
商
代
表
と
中
国
の
崔
天

凱
駐
米
大
使
が
１
３
日
に
関

連
文
書
に
署
名
す
る
予
定

だ
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
１
２

日
、
対
中
関
税
を
巡
っ
て
関

１
月
に
Ｅ
Ｕ
離
脱
へ

　
【
ロ
ン
ド
ン
共
同
】
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
離
脱
問
題
の
命
運
が
懸
か
っ
た
英
下
院
（
定
数
６
５
０
）
総
選
挙
が

１
２
日
実
施
さ
れ
、
１
３
日
ま
で
の
開
票
の
結
果
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
首
相
率
い
る
与
党
保
守
党
が
過
半
数
を
獲
得
し
て

大
勝
し
た
。
少
数
与
党
か
ら
脱
却
し
、
来
年
１
月
に
離
脱
を
遂
げ
る
と
し
た
公
約
の
実
現
は
確
実
な
情
勢
。
来
週
に

も
議
会
審
議
を
再
開
し
、
Ｅ
Ｕ
と
ま
と
め
た
離
脱
合
意
案
の
承
認
取
り
付
け
を
急
ぐ
。
最
大
野
党
の
労
働
党
は
選
挙

前
議
席
を
大
幅
に
減
ら
し
た
。

英
総
選
挙
、
与
党
単
独
過
半
数

ジ
ョ
ン
ソ
ン
首
相
大
勝

（１） ２０１９年第５３９０号  １２月 １４日 （土曜日）

自動運転レベル３
来夏にも

ホンダ、日本勢初目指す

と
の
離
脱
合
意
案
は
野
党
な

ど
の
反
発
に
遭
い
、
下
院
で

繰
り
返
し
退
け
ら
れ
た
。

　

当
初
今
年
３
月
２
９
日

だ
っ
た
離
脱
期
日
は
延
期
と

な
り
、
７
月
に
首
相
に
就
い

中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
実
験

米
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
条
約
失
効
後
初

首
相
の
印
訪

問
、
延
期
調
整

政
府
、
北
東
部
治
安
悪
化
で

　
【
共
同
】
１
３
日
の
東
京

株
式
市
場
の
日
経
平
均
株
価

（
２
２
５
種
）
は
大
幅
続
伸

し
、
約
１
年
２
カ
月
ぶ
り
に

節
目
の
２
万
４
０
０
０
円
台

を
回
復
し
た
。
米
中
貿
易
摩

擦
と
英
国
の
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
離
脱
問
題
を
巡
る
懸
念

が
い
ず
れ
も
後
退
し
、
買
い

海
洋
安
保
で
協
力
確
認

日
ス
リ
ラ
ン
カ
外
相
会
談

額
は
約
１
兆
５
３
４
０
億

円
で
、
Ｅ
Ｕ
域
内
で
は
ド

イ
ツ
に
次
い
で
２
番
目

に
大
き
い
。
輸
入
額
も
約

９
０
９
４
億
円
で
域
内
４
位

と
な
っ
て
い
る
。

　

保
守
党
は
総
選
挙
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
（
政
権
公
約
）
で

「
協
定
内
容
を
英
国
の
企
業

や
経
済
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
」と
強
調
。

Ｅ
Ｕ
と
の
新
た
な
貿
易
協
議

と
並
行
し
て
日
本
と
も
交
渉

を
進
め
る
と
明
記
し
た
。
加

え
て
、
英
政
府
は
環
太
平
洋

連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ

係
閣
僚
と
協
議
。「
大
き
な

合
意
に
と
て
も
近
づ
い
て
い

る
。
中
国
が
合
意
を
求
め
て

い
る
。わ
れ
わ
れ
も
同
じ
だ
」

と
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
投
稿
し
、

交
渉
の
進
展
を
強
調
し
た
。

　

中
国
の
王
毅
国
務
委
員
兼

外
相
は
１
３
日
、
北
京
で
の

講
演
で
「
中
国
と
米
国
に

と
っ
て
協
力
こ
そ
が
最
善
で

唯
一
の
選
択
だ
」
と
述
べ
、

対
立
緩
和
に
意
欲
を
示
し

た
。

　

米
中
交
渉
が
決
裂
し
た
場

合
に
は
、
１
５
日
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
中
国
製

品
１
６
０
０
億
ド
ル
（
約

１
７
兆
５
千
億
円
）
分
に

１
５
％
の
追
加
関
税
を
課
す

方
針
だ
っ
た
。
米
経
済
の
成

長
を
支
え
る
個
人
消
費
に
も

悪
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
ト

ラ
ン
プ
政
権
は
制
裁
関
税
発

動
の
是
非
を
慎
重
に
検
討
し

て
い
た
。

　

報
道
に
よ
る
と
、
米
政
権

注
文
が
膨
ら
ん
だ
。
終
値
は

前
日
比
５
９
８
円
２
９
銭
高

の
２
万
４
０
２
３
円
１
０
銭

で
、
上
げ
幅
は
今
年
最
大
と

な
っ
た
。

　

円
相
場
は
１
ド
ル
＝

１
０
９
円
台
ま
で
円
安
が
進

み
、
国
債
市
場
で
は
長
期
金

利
が
一
時
マ
イ
ナ
ス
圏
を
脱

し
て
０
・
０
０
０
％
を
付
け

た
。
１
３
日
は
上
海
、
香
港

の
ア
ジ
ア
株
も
堅
調
で
投
資

家
心
理
を
明
る
く
し
た
。
日

経
平
均
株
価
の
上
げ
幅
は
一

時
６
２
０
円
を
超
え
た
。

　

米
中
貿
易
協
議
が
大
筋
で

第
１
段
階
の
合
意
に
達
し
た

と
の
報
道
を
受
け
朝
方
か
ら

幅
広
い
銘
柄
が
買
わ
れ
た
。

米
政
権
の
新
た
な
対
中
制
裁

関
税
は
回
避
さ
れ
る
見
通
し

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
米

国
防
総
省
は
１
２
日
、
米
ロ

間
の
中
距
離
核
戦
力
（
Ｉ
Ｎ

Ｆ
）
廃
棄
条
約
で
制
限
さ
れ

て
い
た
地
上
発
射
型
の
中
距

離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
実

験
を
実
施
し
た
と
発
表
し

た
。
条
約
失
効
後
、
２
度

目
の
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
実
験

で
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
初
め

て
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
中
国

や
ロ
シ
ア
に
対
抗
す
る
た
め

開
発
・
実
戦
配
備
を
急
ぐ
方

針
だ
。

　

中
ロ
は
米
国
の
ミ
サ
イ
ル

開
発
に
対
抗
す
る
考
え
を
表

明
し
て
お
り
、
日
本
を
含
む

北
東
ア
ジ
ア
の
緊
張
が
高
ま

る
恐
れ
が
あ
る
。
米
側
は
中

要
衝
で
、
中
国
の
影
響
力
が

拡
大
し
て
い
る
。
会
談
後
、

茂
木
氏
は
「
ス
リ
ラ
ン
カ
は

日
本
、
イ
ン
ド
な
ど
と
バ
ラ

ン
ス
を
取
っ
た
関
係
を
築
き

た
い
意
向
が
あ
り
、
歓
迎
し

た
い
」
と
述
べ
た
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
茂
木
氏

は
ラ
ジ
ャ
パ
ク
サ
大
統
領
を

表
敬
訪
問
し
、
港
湾
な
ど
イ

ン
フ
ラ
整
備
へ
の
日
本
の
協

力
に
つ
い
て
意
見
交
換
。
マ

ヒ
ン
ダ
首
相
と
も
面
会
し

た
。

　

１
１
月
に
新
政
権
を
発
足

さ
せ
た
ラ
ジ
ャ
パ
ク
サ
氏

は
、
２
０
０
５
〜
１
５
年
に

大
統
領
と
し
て
親
中
路
線
を

取
っ
た
マ
ヒ
ン
ダ
氏
の
実
弟

の
た
め
、
中
国
寄
り
に
傾
く

と
の
見
方
が
あ
る
。

は
対
中
制
裁
関
税
の
発
動
見

送
り
に
加
え
、
既
に
発
動
済

み
の
計
約
３
６
０
０
億
ド
ル

分
の
追
加
関
税
率
を
最
大
で

半
減
す
る
こ
と
を
提
案
。
制

裁
を
緩
和
す
る
条
件
に
、
米

２万４０２３円１０銭となった日経
平均株価の終値を表示するボード
＝１３日午後、東京都中央区（共同）

と
な
り
、
既
存
の
制
裁
対
象

の
追
加
関
税
率
を
下
げ
る
観

測
も
広
が
っ
た
。
人
民
元
相

場
は
対
ド
ル
で
上
昇
し
、
米

中
関
係
が
改
善
す
る
と
の
思

惑
を
支
え
た
。

　

英
総
選
挙
は
与
党
保
守
党

の
大
勝
が
伝
わ
り
、
当
面
の

政
局
混
乱
へ
の
不
安
が
和
ら

い
だ
。

　

消
費
税
増
税
や
米
中
貿

易
摩
擦
の
長
期
化
が
響
き
、

１
３
日
発
表
の
日
銀
の
企
業

短
期
経
済
観
測
調
査
（
短

観
）
は
低
調
だ
っ
た
が
、
売

り
は
目
立
た
な
か
っ
た
。
野

た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
も
１
０
月

末
の
期
日
通
り
の
離
脱
に
失

敗
。
来
年
１
月
末
ま
で
の
再

延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
形

勢
逆
転
を
狙
っ
て
解
散
総
選

挙
に
踏
み
切
っ
た
。

舞
妓
さ
ん
ら

も
正
月
支
度

京
都
の
花
街
「
事
始
め
」

保
守
党
と
し
て
は
故
サ
ッ

チ
ャ
ー
元
首
相
が
率
い
た

１
９
８
７
年
の
総
選
挙
で

３
７
６
議
席
を
獲
得
し
て
以

来
の
大
勝
。
労
働
党
は
３
５

年
以
来
の
大
敗
と
な
る
。

　

野
党
は
他
に
、
自
由
民
主

党
が
２
０
か
ら
１
１
に
減
ら

し
た
。
一
方
、
英
北
部
の
地

域
政
党
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

民
族
党
（
Ｓ
Ｎ
Ｐ
）
は
３
５

か
ら
４
８
へ
増
や
し
た
。

　

選
挙
戦
で
は
、
労
働
党
が

Ｅ
Ｕ
残
留
に
道
を
残
す
国
民

投
票
の
再
実
施
を
掲
げ
、
Ｓ

Ｎ
Ｐ
と
自
民
党
は
離
脱
反
対

を
明
確
に
唱
え
て
与
党
に
対

抗
し
た
。

　

保
守
党
は
メ
イ
前
首
相
が

率
い
た
２
０
１
７
年
の
前
回

総
選
挙
で
、
事
実
上
の
敗
北

と
な
る
過
半
数
割
れ
を
喫
し

て
少
数
与
党
に
転
落
。
Ｅ
Ｕ

　

ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
は
勝
利
を

受
け
て
ロ
ン
ド
ン
市
内
で
演

説
し
「
予
定
通
り
１
月
末
ま

で
に
Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱
す
る
。

言
い
訳
は
し
な
い
」と
強
調
。

第
２
次
政
権
を
始
動
さ
せ
る

た
め
、
首
相
任
命
権
を
持
つ

エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
と
バ
ッ
キ

ン
ガ
ム
宮
殿
で
面
会
し
た
。

一
方
、
労
働
党
の
コ
ー
ビ
ン

党
首
は
次
の
選
挙
ま
で
に
党

首
を
辞
任
す
る
意
向
を
示
し

た
。

　

Ｂ
Ｂ
Ｃ
放
送
に
よ
る
と

１
３
日
午
前
１
０
時
（
日
本

時
間
同
午
後
７
時
）
ま
で
に

６
４
９
議
席
が
確
定
。
保
守

党
は
選
挙
前
の
２
９
８
か
ら

３
６
４
へ
大
幅
に
増
や
し

た
。
労
働
党
は
対
照
的
に

２
４
３
か
ら
２
０
３
へ
激
減

し
た
。

　

下
院
な
ど
に
よ
る
と
、

　
【
共
同
】
ホ
ン
ダ
が
早
け

　
【
共
同
】
政
府
は
、
安
倍

晋
三
首
相
に
よ
る
１
５
日
か

ら
の
イ
ン
ド
北
東
部
グ
ワ
ハ

テ
ィ
訪
問
を
延
期
す
る
方
向

で
調
整
に
入
っ
た
。
現
地
で

外
出
禁
止
令
が
出
さ
れ
る
な

ど
治
安
が
悪
化
し
て
い
る

の
が
理
由
。
政
府
関
係
者
が

１
３
日
、
明
ら
か
に
し
た
。

　

外
務
省
幹
部
は
「
現
地
情

勢
は
相
当
厳
し
く
、
好
転
す

る
見
通
し
も
立
た
な
い
」
と

「事始め」で、京舞井上流五世家元の井上八千代さん（左
手前）にあいさつする舞妓＝１３日午前、京都市（共同）

英
、
な
お
残
る
分
断

社
会
の
修
復
課
題
に

　
【
解
説
】
１
２
日
の
英
総

選
挙
で
ジ
ョ
ン
ソ
ン
首
相
の

与
党
保
守
党
が
大
勝
し
た
こ

と
に
よ
り
、
来
年
１
月
末
ま

で
に
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
か

ら
の
離
脱
が
実
現
す
る
見
通

し
と
な
っ
た
。
た
だ
、
僅
差

で
離
脱
を
決
め
た
２
０
１
６

年
の
国
民
投
票
以
降
、
英
社

会
は
離
脱
か
残
留
か
で
二

分
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
に

と
っ
て
、
な
お
残
る
分
断
の

修
復
が
課
題
と
な
る
。

　

紆
余
曲
折
を
経
た
Ｅ
Ｕ
と

の
交
渉
や
、
下
院
で
続
い
た

政
争
、
判
然
と
し
な
い
離
脱

後
の
将
来
像
と
い
っ
た
混
迷

ズ
に
よ
る
と
、
選
挙
直
前
の

世
論
調
査
で
は
同
氏
が
信
用

で
き
な
い
と
し
た
回
答
が

５
９
％
に
上
っ
た
。

　

過
去
に
不
正
確
な
事
実
に

基
づ
い
た
発
言
を
し
た
り
、

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
女
性
な
ど

に
差
別
的
表
現
を
使
っ
た
り

し
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
を
批
判

し
、「
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
（
大

衆
迎
合
政
治
家
）」
の
よ
う

な
危
う
さ
を
感
じ
る
英
国
民

も
多
い
。

　

離
脱
後
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政

権
が
移
民
の
受
け
入
れ
制
限

を
強
化
す
る
の
で
は
な
い
か

と
の
懸
念
も
根
強
い
。
国
民

の
審
判
を
経
て
政
権
基
盤
を

強
化
し
た
今
、
首
相
の
指
導

力
が
問
わ
れ
て
い
る
。（
ロ

ン
ド
ン
共
同
＝
砂
田
浩
孝
）

　
【
コ
ロ
ン
ボ
共
同
】
茂
木

敏
充
外
相
は
１
３
日
、
訪
問

先
の
ス
リ
ラ
ン
カ
最
大
都
市

コ
ロ
ン
ボ
で
グ
ナ
ワ
ル
デ
ナ

外
相
と
会
談
し
た
。
日
本
が

訴
え
る
「
自
由
で
開
か
れ
た

イ
ン
ド
太
平
洋
」
構
想
の
推

進
を
確
認
し
、
海
洋
安
全
保

障
分
野
で
の
協
力
進
展
で
一

致
し
た
。
巨
大
経
済
圏
構
想

「
一
帯
一
路
」
を
掲
げ
る
中

国
へ
の
偏
重
を
防
ぐ
狙
い
も

あ
る
。

　

ス
リ
ラ
ン
カ
は
中
東
と
ア

ジ
ア
を
結
ぶ
海
上
交
通
路
の

の
参
加
も
視
野
に
入
れ
て
お

り
、
日
本
政
府
も
支
持
し
て

い
る
。

　

た
だ
来
年
末
ま
で
の
移
行

期
間
中
に
日
本
と
合
意
で
き

な
け
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ
が
日
本

と
の
間
で
結
ん
だ
Ｅ
Ｐ
Ａ
に

よ
っ
て
、
英
国
が
現
在
受
け

る
恩
恵
が
な
く
な
り
、
高
い

関
税
が
突
然
課
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
恐
れ
も
あ
る
。
貿

易
協
定
の
締
結
ま
で
に
は
数

年
か
か
る
ケ
ー
ス
も
多
い
た

め
、
安
心
で
き
な
い
状
況
は

続
く
。

東
証
終
値
２
万
４
千
円
回
復

上
げ
幅
５
９
８
円
、
今
年
最
大

れ
ば
２
０
２
０
年
夏
に
も
、

一
定
条
件
下
で
ド
ラ
イ
バ
ー

に
代
わ
っ
て
シ
ス
テ
ム
が
走

行
を
担
う
自
動
運
転
「
レ
ベ

ル
３
」
相
当
の
技
術
を
搭
載

し
た
車
の
販
売
を
検
討
し
て

い
る
こ
と
が
１
３
日
、
関
係

者
へ
の
取
材
で
分
か
っ
た
。

高
級
車
の
一
部
モ
デ
ル
か
ら

搭
載
す
る
と
み
ら
れ
、
実
用

化
さ
れ
れ
ば
日
本
メ
ー
カ
ー

で
は
初
と
な
る
見
通
し
。

　

自
動
運
転
は
技
術
レ
ベ
ル

で
５
段
階
に
分
か
れ
、
レ
ベ

ル
３
は
高
速
道
路
の
渋
滞
時

な
ど
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
緊

急
時
に
直
ち
に
対
応
で
き
る

状
態
で
あ
れ
ば
走
行
中
に
携

帯
電
話
の
操
作
や
テ
レ
ビ
の

視
聴
が
可
能
に
な
る
。
た
だ

現
状
で
は
法
整
備
が
追
い
付

い
て
お
ら
ず
、
自
動
運
転
中

に
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の

責
任
問
題
な
ど
も
あ
り
、
ホ

ン
ダ
は
そ
う
し
た
外
部
環
境

の
状
況
も
み
な
が
ら
発
売
時

期
を
慎
重
に
検
討
す
る
。

　

政
府
は
２
０
年
の
レ
ベ
ル

３
の
実
用
化
を
目
標
と
し
て

お
り
、
日
本
自
動
車
工
業
会

は
同
年
７
月
に
東
京
都
内
で

レ
ベ
ル
２
〜
４
相
当
の
自
動

運
転
技
術
の
実
証
実
験
を
行

う
予
定
。
ホ
ン
ダ
も
実
証
実

験
に
参
加
し
、
そ
の
後
に
レ

ベ
ル
３
相
当
の
技
術
を
搭
載

し
た
車
の
投
入
を
検
討
し
て

い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

自
動
運
転
技
術
を
巡
っ
て

は
、
日
産
自
動
車
が
今
年
７

月
、
高
速
道
路
で
の
車
線
変

更
な
ど
で
ド
ラ
イ
バ
ー
を
支

援
す
る
「
レ
ベ
ル
２
」
の
技

術
を
搭
載
し
た
ス
ポ
ー
ツ
セ

ダ
ン
「
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
」
を

発
表
し
注
目
を
集
め
た
。

村
証
券
の
若
生
寿
一
エ
ク
イ

テ
ィ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ス
ト

ラ
テ
ジ
ス
ト
は
「
市
場
は
景

況
感
の
下
げ
止
ま
り
を
見
込

ん
で
い
る
」
と
話
し
、
今
後

の
業
績
改
善
へ
の
期
待
が
先

行
し
た
と
の
見
方
を
示
し

た
。

　

東
証
株
価
指
数
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ

Ｉ
Ｘ
）
は
２
７
・
１
５
ポ
イ

ン
ト
高
の
１
７
３
９
・
９
８

で
、
約
１
年
２
カ
月
ぶ
り

の
高
値
。
出
来
高
は
約

１
９
億
３
５
０
０
万
株
で
約

１
年
ぶ
り
の
高
水
準
と
な

り
、
取
引
は
活
発
だ
っ
た
。

距
離
ミ
サ
イ
ル
の
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
へ
の
配
備
を
目
指

し
て
お
り
、
日
本
配
備
も
浮

上
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

エ
ス
パ
ー
国
防
長
官
は
同

日
、
記
者
団
に
「
中
距
離
ミ

サ
イ
ル
を
開
発
し
、
配
備
が

必
要
で
あ
れ
ば
欧
州
や
ア
ジ

ア
な
ど
の
同
盟
国
と
緊
密
に

協
議
す
る
」
と
述
べ
た
。

　

国
防
総
省
に
よ
る
と
、
今

回
の
実
験
は
１
２
日
午
前
、

米
西
部
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

の
バ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
空
軍
基

地
で
実
施
し
た
。
試
作
し
た

弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
５
０
０
キ

ロ
以
上
飛
行
し
、海
に
着
水
。

同
省
は
声
明
で
「
実
験
デ
ー

タ
や
教
訓
は
将
来
の
中
距
離

ミ
サ
イ
ル
能
力
の
開
発
に
役

立
つ
」
と
説
明
し
た
。

　

８
月
２
日
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
廃
棄

条
約
失
効
後
、
米
国
は
同
月

１
８
日
、
射
程
約
千
キ
ロ

と
み
ら
れ
る
地
上
発
射
型
巡

航
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
実
験
を

実
施
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｎ
Ｆ
廃

棄
条
約
は
射
程
５
０
０
〜

５
５
０
０
キ
ロ
の
地
上
発
射

型
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
や
実
験

を
禁
じ
て
い
た
。

農
産
品
の
巨
額
購
入
や
知
的

財
産
権
保
護
の
強
化
、
金
融

部
門
の
市
場
開
放
の
確
約
を

挙
げ
、
約
束
を
破
れ
ば
再
び

追
加
関
税
率
を
戻
す
と
い

う
。

　

米
政
権
は
１
０
月
に
中

国
と
の
部
分
合
意
を
表

明
。
米
側
が
求
め
る
最
大
年

５
０
０
億
ド
ル
に
上
る
米
農

産
品
の
購
入
規
模
な
ど
を
巡

り
交
渉
を
続
け
て
い
る
。

説
明
。
イ
ン
ド
の
別
の
場
所

で
会
談
す
る
可
能
性
に
つ
い

て
は
「
今
か
ら
調
整
す
る
の

は
難
し
い
」
と
強
調
し
た
。

菅
義
偉
官
房
長
官
は
記
者
会

見
で
「
訪
問
に
際
し
て
は
現

地
情
勢
を
見
極
め
る
必
要
が

あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

首
相
は
１
５
日
に
現
地
に

入
り
、
１
６
日
に
モ
デ
ィ
首

相
と
首
脳
会
談
を
行
う
日
程

を
発
表
し
て
い
た
。
イ
ン
ド

滞
在
中
、
第
２
次
世
界
大
戦

で
多
く
の
元
日
本
兵
が
死
亡

し
た
激
戦
地
、
イ
ン
パ
ー
ル

を
訪
れ
、
平
和
記
念
碑
に
献

花
す
る
予
定
だ
っ
た
。

　
【
共
同
】
京
都
・
祇
園
な

ど
の
花
街
で
１
３
日
、
芸
舞

妓
が
芸
事
の
師
匠
や
お
茶
屋

に
あ
い
さ
つ
し
、
正
月
を
迎

え
る
準
備
に
取
り
掛
か
る

「
事
始
め
」
が
行
わ
れ
た
。

　

京
都
市
東
山
区
の
京
舞
井

上
流
五
世
家
元
で
人
間
国
宝

の
井
上
八
千
代
さ
ん
の
稽
古

場
に
は
、
着
物
姿
の
芸
舞
妓

ら
が
続
々
と
訪
問
。
鏡
餅
を

並
べ
た
ひ
な
壇
の
前
で
１
人

ず
つ
「
お
め
で
と
う
さ
ん
ど

す
」
と
あ
い
さ
つ
す
る
と
、

井
上
さ
ん
は
「
き
ば
っ
て
ど

う
ぞ
」
な
ど
と
声
を
掛
け
、

舞
扇
を
手
渡
し
た
。

　

事
始
め
が
終
わ
る
と
、
花

街
で
は
忙
し
く
な
る
年
末
に

が
続
い
て
き

た
状
況
に
、

離
脱
派
、
残

留
派
い
ず
れ

の
国
民
も
疲

れ
、
怒
り
を

覚
え
て
い

る
。

　

ジ
ョ
ン
ソ

ン
氏
は
選
挙

で
は
大
勝
を

収
め
た
が
、

英
紙
タ
イ
ム

か
け
「
お
こ
と
う
（
お
事
多
）

さ
ん
ど
す
」
と
あ
い
さ
つ
す

る
よ
う
に
な
る
。



企
業
家
か
ら
の
高
い
支
持
率
背
景

み
適
用
さ
れ
る
。
家
庭
内
暴

力
や
女
性
へ
の
暴
力
事
件
も

対
象
外
だ
。

　

４
日
の
下
院
承
認
後
、
モ

ロ
法
相
は
議
会
が
原
案
か
ら

取
り
除
い
た
項
目
を
惜
し

み
、「
下
院
で
取
り
除
か
れ

た
項
目
の
上
院
復
活
、
も
し

く
は
別
法
案
で
の
復
活
を
目

指
す
」
と
語
っ
て
い
た
が
、

法
案
は
上
院
で
も
変
更
な
く

承
認
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
同

法
案
承
認
の
た
め
、
削
除
項

目
は
別
法
案
で
扱
う
と
の
合

意
が
成
立
し
た
か
ら
だ
。

　

ウ
ン
ベ
ル
ト
・
コ
ス
タ
上

議
（
労
働
者
党
・
Ｐ
Ｔ
）
は
、

「
原
案
よ
り
も
ず
っ
と
良
く

な
っ
た
か
ら
賛
成
す
る
。
も

ち
ろ
ん
ま
だ
完
璧
で
は
な
い

が
、
こ
れ
を
承
認
し
な
い
方

が
マ
イ
ナ
ス
面
が
大
き
い
」

と
語
っ
た
。

　

法
案
の
上
院
報
告
官
マ
ル

コ
ス
・
ド
・
ヴ
ァ
ル
上
議
（
ポ

デ
モ
ス
）
は
、
法
案
が
骨
抜

き
に
さ
れ
た
と
の
見
方
を
否

定
し
、「
パ
コ
ッ
テ
・
ア
ン

チ
ク
リ
ー
メ
は
社
会
全
体
の

望
み
だ
。
原
案
の
約
８
割
は

残
っ
た
。
大
き
な
前
進
だ
」

と
語
っ
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
が
、
新
党
・
ブ
ラ
ジ
ル
同
盟
（
Ａ
Ｐ
Ｂ
）
の
聖
州
支
部
長
な
ら

び
に
聖
州
知
事
選
候
補
に
聖
州
工
業
連
盟（
Ｆ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
）会
長
の
パ
ウ
ロ・ス
カ
ッ
フ
ィ

氏
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
、
１
３
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ
て
い
る
。

じ
ま
っ
た
と
い
う
。

　

両
氏
の
仲
は
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

氏
の
大
統
領
就
任
以
降
さ
ら

に
深
ま
り
、
企
業
家
と
の
食

事
会
も
頻
繁
に
実
施
。
大
統

領
が
１
０
月
に
中
国
を
訪
問

し
、
習
近
平
国
家
主
席
と
会

談
し
た
際
や
、
１
１
月
に
ブ

ラ
ジ
リ
ア
で
開
か
れ
た
Ｂ
Ｒ

Ｉ
Ｃ
Ｓ
会
議
で
の
夕
食
会
に

も
ス
カ
ッ
フ
ィ
氏
は
参
加
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
ス
カ
ッ
フ
ィ
氏
が

以
前
か
ら
軍
と
強
い
関
係
を

持
っ
て
い
る
こ
と
も
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
氏
が
同
氏
を
好
む
理

由
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
ス
カ
ッ

フ
ィ
氏
に
聖
州
の
企
業
家
た

ち
の
支
援
取
り
付
け
と
、
聖

州
内
の
党
員
の
ま
と
め
役

を
と
願
っ
て
い
る
。
ま
た
、

２
０
２
２
年
に
行
わ
れ
る
聖

州
知
事
選
の
候
補
に
も
と
考

え
て
い
る
と
い
う
。

　

一
つ
問
題
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
ス
カ
ッ
フ
ィ
氏
が
民
主

運
動
（
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
党
員
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

同
氏
は
、
１
４
年
と
１
８
年

の
聖
州
知
事
選
に
も
Ｍ
Ｄ
Ｂ

　

ダ
ッ
タ
フ
ォ
ー
リ
ャ
の

最
新
の
世
論
調
査
に
よ
り
、

国
民
の
８
１
％
は
ラ
ヴ
ァ
・

ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
の
継
続
を
望

ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
１
８
年
４
月
に
ル
ー
ラ

元
大
統
領
が
刑
務
所
で
服
役

し
は
じ
め
た
と
き
は
８
４
％

の
人
が
継
続
を
支
持
。
ル
ー

候
補
と
し
て
出
馬
。
１
４
年

は
２
位
、
１
８
年
は
３
位
と

な
っ
た
。
だ
が
、
Ｍ
Ｄ
Ｂ
は

聖
州
知
事
の
ジ
ョ
ア
ン
・
ド

リ
ア
氏
（
民
主
社
会
党
・
Ｐ

Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
に
接
近
す
る
傾
向

に
あ
り
、
ス
カ
ッ
フ
ィ
氏
は

Ｍ
Ｄ
Ｂ
内
で
孤
立
し
は
じ
め

て
い
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏

は
、
来
年
の
聖
市
市
長
選
へ

の
Ａ
Ｐ
Ｂ
か
ら
の
候
補
と
し

て
、
バ
ン
デ
イ
ラ
ン
テ
ス
局

の
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
、

ジ
ョ
ゼ
・
ル
イ
ス
・
ダ
テ
ナ

氏
を
希
望
し
て
い
る
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
が
ダ
テ
ナ

氏
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
は

以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。

新
党
の
聖
州
知
事
候
補
期
待

そ
の
他
の
主
な
承
認
項
目

　

陪
審
員
裁
判
で
有
罪
と

な
っ
た
被
告
は
す
ぐ
に
拘
束

さ
れ
る
こ
と
な
く
控
訴
で
き

て
い
た
が
、
今
回
の
パ
コ
ッ

テ
で
は
、
有
罪
で
量
刑
が

１
５
年
以
上
の
場
合
は
即
刻

拘
束
と

な
る
（
原

案
で
は

全
員
が

即
刻
拘

束
だ
っ

た
）。

　
「
仮
釈

放
条
件
」

も
、
特

定
の
割

合
で
刑

期
を
務

め
、
そ

の
間
の

振
る
舞

い
が
よ

の
最
長
期
間
を
４
０
年
と
す

る
な
ど
、
同
法
案
は
、
刑
法

を
変
更
す
る
内
容
が
含
ま
れ

て
い
る
。

　

し
か
し
、
モ
ロ
法
相
が
望

ん
で
い
た
項
目
「
２
審
判
決

後
の
刑
執
行
」
は
取
り
除
か

れ
、「
プ
レ
・
バ
ー
ゲ
ン
」（
減

刑
と
引
き
換
え
に
有
罪
を
認

め
る
行
為
。
司
法
取
引
の
一

種
だ
が
、
報
奨
付
供
述
と
は

や
や
異
な
る
）
も
、
原
案
が

一
部
変
更
さ
れ
た
。

　

プ
レ
・
バ
ー
ゲ
ン
は
、
暴

力
犯
罪
以
外
、
ま
た
、
最
小

刑
罰
４
年
以
下
の
犯
罪
に
の

　
【
既
報
関
連
】
上
院
が

１
１
日
、
犯
罪
防
止
法
案
を

承
認
し
た
と
、
１
１
、１
２

日
付
伯
字
各
紙
・
サ
イ
ト
が

報
じ
て
い
る
。

　

同
法
案
は
パ
コ
ッ
テ
・
ア

ン
チ
ク
リ
ー
メ
と
呼
ば
れ
、

セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ
法
相
が
今

年
早
々
に
提
出
。
下
院
で
の

審
議
の
際
は
、
ア
レ
シ
ャ
ン

ド
レ
・
デ
・
モ
ラ
エ
ス
前
法

相
（
現
最
高
裁
判
事
）
と
ス

タ
ッ
フ
が
作
成
し
、
１
８
年

に
提
出
し
た
犯
罪
防
止
法
案

も
参
照
さ
れ
た
。

　

現
在
は
３
０
年
の
禁
固
刑

残
る
は
大
統
領
裁
可
と
公
布
宣
言

保
健
予
算
不
正
流
用
で
市
長
起
訴

け
れ
ば
仮
釈
放
と
な
っ
て
い

た
が
、「
直
近
１
２
カ
月
で

深
刻
な
落
ち
度
が
な
か
っ
た

者
の
み
が
仮
釈
放
と
な
る
」

と
の
条
件
が
付
加
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
原
文
で
は
必
要
と

さ
れ
た
、
厳
重
警
備
下
の
連

邦
刑
務
所
に
収
監
さ
れ
て
い

　

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
氏
が
企
業
家
か
ら

高
い
支
持
を
得
て
い
る
こ
と

だ
。
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の
国
民

全
体
の
支
持
率
は
約
３
０
％

だ
が
、
企
業
家
は
６
０
％
が

現
政
権
を
「
良
い
／
最
良
」

と
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、

全
国
工
業
連
合
（
Ｃ
Ｎ
Ｉ
）

も
、
１
１
日
に
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

氏
を
顕
彰
し
て
い
る
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
は
聖
州
内
の

企
業
を
ま
と
め
、
実
業
界
に

強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い
る

た
め
、
ス
カ
ッ
フ
ィ
氏
を
取

り
込
め
れ
ば
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

氏
に
は
好
都
合
だ
。

　

ま
た
、
両
氏
は
以
前
か
ら

良
好
な
関
係
に
あ
る
。
彼
ら

の
つ
き
あ
い
は
ジ
ウ
マ
政
権

の
頃
、
下
議
だ
っ
た
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏
が
ス
カ
ッ
フ
ィ
氏
を

批
判
し
た
下
議
に
対
し
、
同

氏
を
擁
護
し
た
と
き
か
ら
は

セルジオ・モロ法相（Lula Marques）

スカッフィ氏（Marcello Casal Jr/ Agência Brasil）

聖
市
長
選
候
補
は
ダ
テ
ナ
か
？

リオ市

ダ
テ
ナ
氏
も
以
前
か
ら
政
界

進
出
の
噂
が
絶
え
ず
、
１
６

年
の
聖
市
市
長
選
の
際
も
、

進
歩
党
（
Ｐ
Ｐ
）
の
候
補
と

し
て
出
馬
を
目
指
し
た
が
、

断
念
し
た
経
緯
が
あ
る
。

ラ
氏
が
釈
放
さ
れ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ

ト
の
イ
メ
ー
ジ
が
揺
ら
い
だ

わ
け
で
も
な
く
、
多
く
の

人
が
汚
職
捜
査
を
求
め
て

い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
ま

た
、「
汚
職
は
今
後
、
減
る

と
思
う
か
？
」
の
質
問
に
は

４
７
％
が
「
変
わ
ら
な
い
」、

４
１
％
が
「
減
る
だ
ろ
う
」

と
答
え
た
。
１
８
年
４
月
の

時
点
で
は
「
変
わ
ら
な
い
」

が
５
１
％
、「
減
る
だ
ろ
う
」

が
３
７
％
だ
っ
た
の
で
、
や

や
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
に
は
な
っ
た

が
、
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
ず
。

今
後
、
ど
う
な
る
？

　
　
　
　
　

◎

　

９
日
夜
、
聖
州
グ
ア
ル

ジ
ャ
ー
で
、
４
３
歳
の
神
父

が
１
４
歳
の
少
女
を
強
姦
し

て
い
る
と
こ
ろ
を
現
行
犯
逮

捕
さ
れ
た
。
事
件
発
生
の
場

所
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
セ
ン

タ
ー
内
の
公
衆
ト
イ
レ
で
、

個
室
に
少
女
を
閉
じ
こ
め
て

強
姦
し
た
と
い
う
。
２
人
の

警
備
員
が
異
変
に
気
づ
き
、

神
父
を
取
り
押
さ
え
、
警
察

に
引
き
渡
し
た
。
調
べ
に
よ

る
と
、
こ
の
男
性
は
２
０
０

７
年
に
神
父
に
任
命
さ
れ
、

現
在
は
聖
市
南
部
カ
ン
ポ
・

リ
ン
ポ
の
教
区
で
つ
と
め
て

い
た
。
事
件
当
日
、
男
性
は

勤
務
外
だ
っ
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
月
か
ら
聖
州
都
電
（
Ｃ

Ｐ
Ｔ
Ｍ
）
の
駅
の
警
備
に
、

平
服
警
官
が
配
備
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
対
象
と
な
る

の
は
７
、８
、９
、１
１
、１
２
、

１
３
号
線
で
、
全
２
８
駅
の

予
定
だ
。
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ
に
よ
る

と
、
軍
警
が
勤
務
外
の
時
間

を
使
い
、
１
日
８
時
間
、
月

１
０
日
（
計
８
０
時
間
）
を

上
限
と
し
て
、
警
備
を
手
伝

う
と
い
う
。
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ
と
軍

警
と
の
間
の
契
約
期
間
は
２

年
だ
が
、
５
年
ま
で
は
延
長

も
あ
り
得
る
と
い
う
。

　
【
既
報
関
連
】
Ｓ
＆
Ｐ
社

が
伯
国
債
を
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

見
通
し
」
と
し
た
こ
と
や
、

経
済
基
本
金
利
（
Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ

ｃ
）
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ

と
、
ま
た
、
米
中
貿
易
戦
争

が
緩
和
す
る
見
通
し
が
出
て

い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
１

２
日
の
伯
国
株
は
１
・
１
１

％
高
、
ド
ル
は
０
・
６
２
％

安
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
デ
フ
ォ

ル
ト
・
ス
ワ
ッ
プ
（
Ｃ
Ｄ
Ｓ
）

も
最
低
水
準
を
つ
け
た
と
、

１
３
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
が

報
じ
た
。

　

Ｃ
Ｄ
Ｓ
は
債
務
不
履
行

（
デ
フ
ォ
ル
ト
）
に
な
る
可

能
性
が
高
い
ほ
ど
数
値
が
高

く
な
る
が
、
１
２
日
の
午
後

の
数
値
は
１
０
０
・
２
ポ
イ

ン
ト
（
Ｐ
）
で
、
伯
国
の
好

況
期
終
盤
、
２
０
１
２
年

１
０
月
以
来
の
低
水
準
に
落

ち
た
。

　

１
２
日
の
聖
市
株
式
市
場

指
数
（
Ｉ
ｂ
ｏ
ｖ
ｅ
ｓ
ｐ

ａ
）
は
、
１
・
１
１
％
増
の

１
１
万
２
１
９
９
Ｐ
、
ド
ル

も
０
・
６
２
％
下
が
っ
て
１

ド
ル
＝
４
・
０
９
レ
ア
ル
と

な
っ
た
。

　

１
０
月
の
国
内
サ
ー
ビ
ス

業
が
前
月
比
０
・
８
％
増
と

発
表
さ
れ
た
こ
と
も
、
ア
ナ

リ
ス
ト
た
ち
は
評
価
し
て
い

る
。
元
中
銀
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
レ
・

シ
ュ
ウ
ォ
ル
ツ
マ
ン
氏
は
、

「
サ
ー
ビ
ス
業
の
低
迷
が
経

済
の
脆
弱
さ
の
大
き
な
要
因

だ
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
業
の
回

復
は
重
要
で
、
２
０
２
０
年

に
期
待
が
持
て
る
」
と
語
っ

て
い
る
。

　

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社

４
Ｅ
所
属
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、

ブ
ル
ー
ノ
・
ラ
ヴ
ィ
エ
ー
リ

氏
は
、「
今
年
の
動
向
を
見

る
と
、
一
般
家
庭
は
負
債
を

抱
え
て
ま
で
消
費
す
る
こ
と

に
慎
重
だ
っ
た
が
、
金
利
低

下
で
来
年
以
降
、
消
費
が
持

ち
直
す
余
地
が
あ
る
。
企
業

の
設
備
投
資
な
ど
も
伸
び
る

は
ず
だ
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
１
３
日
午
後
５
時

の
時
点
で
Ｉ
ｂ
ｏ
ｖ
ｅ
ｓ
ｐ

ａ
は
１
１
万
２
３
５
１
・
４

Ｐ
を
、
ド
ル
／
レ
ア
ル
相
場

は
１
ド
ル
＝
４
・
１
０
８
レ

を
つ
け
た
。

　

給
与
遅
配
な
ど
で
医
療
関

係
者
ら
が
１
０
日
か
ら
ス
ト

を
行
う
な
ど
、
多
く
の
市
民

を
巻
き
込
む
混
乱
が
生
じ
て

い
る
リ
オ
市
で
、
保
健
予
算

を
不
正
流
用
し
た
疑
い
で
、

検
察
や
公
選
弁
護
人
が
リ
オ

市
長
を
起
訴
す
る
事
態
が
生

じ
た
と
１
１
〜
１
３
日
付
伯

字
紙
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

リ
オ
市
の
医
療
関
係
者
の

ス
ト
は
、
１
１
月
に
払
わ
れ

る
べ
き
１
３
カ
月
給
の
半
分

は
も
ち
ろ
ん
、
１
０
〜
１
１

月
分
の
給
与
さ
え
払
わ
れ
て

い
な
い
中
で
始
ま
っ
た
。

　

同
市
の
公
共
医
療
機
関
で

は
、
医
師
や
看
護
師
の
不
足

や
医
薬
品
・
医
療
資
材
の
不

足
が
深
刻
で
、
長
蛇
の
列
が

出
来
る
、
た
ら
い
ま
わ
し
に

さ
れ
る
と
い
っ
た
事
態
が
恒

常
化
。
こ
の
状
態
は
ス
ト
に

よ
り
一
段
と
悪
化
し
た
。

　

１
１
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
に

よ
る
と
、
ク
リ
ヴ
ェ
ラ
市
長

は
１
１
日
、
医
療
関
係
者

５
千
人
分
の
給
与
を
１
２
日

に
払
う
と
約
束
し
た
。ま
た
、

同
市
西
部
に
あ
る
三
つ
の
病

院
の
諸
経
費
を
払
う
た
め
の

資
金
３
６
０
０
万
レ
ア
ル
も

工
面
出
来
た
と
語
っ
た
。

　

だ
が
、
１
２
日
付
ア
ジ
ェ

ン
シ
ア
・
ブ
ラ
ジ
ル
に
よ
る

と
、
外
注
の
医
療
関
係
者
で

１
０
月
以
降
、
給
与
未
払
い

の
人
は
２
万
人
を
超
え
る
。

初
期
対
応
を
行
う
医
療
機
関

２
２
０
の
内
、
１
０
０
の
機

関
の
職
員
２
万
人
が
参
加
し

た
ス
ト
は
１
２
日
も
続
き
、

州
の
医
療
機
関
が
対
応
に
追

わ
れ
て
い
る
と
も
報
じ
た
。

　

１
３
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
な

ど
に
よ
る
と
、
一
部
の
病
院

や
職
員
は
１
０
月
分
の
給
与

を
受
け
取
っ
た
が
、
三
つ
の

病
院
は
通
常
の
半
分
の
医
師

し
か
お
ら
ず
、
重
症
の
急
患

し
か
診
な
い
な
ど
、
実
質
的

な
ス
ト
が
続
い
て
い
る
。

　

混
乱
が
広
ま
る
中
、
ク

リ
ヴ
ェ
ラ
市
長
の
要
請
を

受
け
た
保
健
省
が
１
２
日
、

１
億
５
千
万
レ
ア
ル
の
緊
急

支
援
を
発
表
。
一
方
で
、
労

働
地
域
裁
は
、
リ
オ
市
役
所

の
口
座
の
金
３
億
レ
ア
ル

を
差
し
押
さ
え
、
給
与
支

払
い
に
当
て
る
事
を
命
令

し
た
。
今
回
は
、
４
日
の

３
億
２
５
０
０
万
レ
ア
ル
に

次
ぐ
２
度
目
の
差
し
押
さ
え

と
な
る
。

　

ク
リ
ヴ
ェ
ラ
市
長
は
、
リ

オ
市
の
財
政
問
題
は
前
任
者

か
ら
引
き
継
い
だ
と
し
て
い

る
が
、
検
察
は
１
１
日
、
同

市
長
が
こ
の
３
年
間
に
凍
結

し
た
り
削
減
し
た
り
し
て
流

用
し
た
保
健
予
算
は
１
６
億

レ
ア
ル
に
上
る
と
し
、
同

市
長
を
起
訴
し
た
。
検
察

は
、
保
健
予
算
の
削
減
や
凍

結
、
不
正
流
用
は
今
年
だ

け
で
１
０
億
レ
ア
ル
と
指

摘
。
こ
の
額
は
今
年
度
予
算

の
１
５
％
に
あ
た
り
、
病
床

不
足
や
救
急
医
療
施
設
の
混

乱
、
死
者
発
生
、
医
薬
品
や

医
療
資
材
の
著
し
い
不
足
、

手
術
の
中
止
な
ど
を
招
い
た

と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
事
情
に
医
療
関

係
者
の
ス
ト
が
重
な
り
、
同

市
で
は
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗

塞
を
起
こ
し
た
患
者
が
診
察

さ
え
受
け
ら
れ
ず
死
亡
す
る

例
な
ど
も
相
次
い
で
い
る
。

　

大
聖
市
圏
サ
ン
ベ
ル
ナ
ル

ド
・
ド
・
カ
ン
ポ
市
の
フ
ォ
ー

ド
の
自
動
車
工
場
跡
地
購
入

に
、
中
国
の
大
手
自
動
車

メ
ー
カ
ー
、
比
亜
迪
自
動
車

販
売
株
式
会
社
（
Ｂ
Ｙ
Ｄ　

Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
）
が
名
乗
り
を
あ

げ
て
い
る
と
、
１
３
日
付
伯

字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

フ
ォ
ー
ド
工
場
は
長
年
に

わ
た
り
、
同
市
を
代
表
す
る

産
業
の
担
い
手
の
一
つ
と
し

て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
１
０

月
３
１
日
に
、
惜
し
ま
れ
な

が
ら
工
場
を
閉
鎖
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ド
は
売
却
先
を
探

し
て
お
り
、
フ
ォ
ル
ク
ス
・

ワ
ー
ゲ
ン
社
が
電
気
ト
ラ
ッ

ク
の
製
造
工
場
と
し
て
の
用

途
を
希
望
し
、
名
乗
り
を
上

げ
て
い
た
。

　

だ
が
、
フ
ォ
ー
ド
は
１
１

日
、「
も
う
１
件
オ
フ
ァ
ー

が
届
い
て
い
る
」
と
し
て
、

比
亜
迪
の
存
在
を
明
ら
か
に

し
た
。
中
国
広
東
州
に
拠
点

を
置
く
比
亜
迪
は
本
来
は
電

池
メ
ー
カ
ー
で
、
同
国
の
携

帯
電
話
市
場
で
は
最
大
手
。

そ
の
後
、
電
気
自
動
車
産
業

に
進
出
し
、
Ｆ
３
車
が
国
内

売
上
１
位
に
な
る
な
ど
、
急

速
な
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。

　

比
亜
迪
は
２
０
１
４
年
に

伯
国
に
進
出
し
、
聖
州
カ
ン

ピ
ー
ナ
ス
に
工
場
を
建
設
。

１
７
年
に
操
業
を
開
始
し
、

Ｅ
Ｖ
バ
ス
組
立
や
太
陽
光
パ

ネ
ル
製
造
を
行
っ
て
い
る
。

　

ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
聖
州

知
事
は
９
月
上
旬
に
フ
ォ
ー

ド
や
Ｃ
Ａ
Ｏ
Ａ
と
工
場
買
取

交
渉
を
行
っ
た
が
、
ま
と
ま

ら
ず
、
Ｃ
Ａ
Ｏ
Ａ
が
新
パ
ー

ト
ナ
ー
を
探
し
て
い
た
。
Ｂ

Ｙ
Ｄ
の
名
前
が
出
て
き
た
の

は
ド
リ
ア
氏
が
米
国
に
旅
行

し
た
際
で
、
Ｂ
Ｙ
Ｄ
の
役
員

ら
と
会
談
を
行
っ
た
。
Ｃ
Ａ

Ｏ
Ａ
は
今
月
１
０
日
に
も

フ
ォ
ー
ド
と
交
渉
を
行
っ
て

お
り
、
話
が
ま
と
ま
る
の
は

ま
だ
先
と
の
見
通
し
を
語
っ

て
い
る
。

スカッフィに急接近中
　

同
紙
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏

が
ス
カ
ッ
フ
ィ
氏
に
接
近
す

る
理
由
と
し
て
二
つ
の
要
因

を
あ
げ
て
い
る
。

　

一
つ
目
は
、
大
統
領
が
社

会
自
由
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
を
離

党
し
た
こ
と
で
、
両
院
政

府
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
ジ
ョ

イ
セ
・
ハ
ッ
セ
ル
マ
ン
下
議

や
自
分
の
三
男
の
エ
ド
ゥ
ア

ル
ド
下
議
な
ど
、
聖
州
で
影

響
力
を
持
っ
て
い
た
人
材
を

失
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
。

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
氏
は
Ｐ
Ｓ
Ｌ

の
下
院
リ
ー
ダ
ー
と
聖
州
支

部
長
を
務
め
て
い
た
た
め
、

大
統
領
ら
と
共
に
離
党
で
き

な
か
っ
た
。

年
末
に
む
け
、各
指
標
好
調

Ｃ
Ｄ
Ｓ
は
７
年
ぶ
り
の
低
水
準

医
療
関
係
者
ら
の
ス
ト
が
続
く
中

ボウソナロ
大 統 領

犯罪防止法

上
院
も
賛
成
多
数
で
承
認

（２）２０１９年 第５３９０号 １２月 １４日 （土曜日）

伯国経済

フ
ォ
ー
ド
工
場
跡
地
に
中
国
企
業
？

比
亜
迪
が
買
収
に
興
味
示
す

サンベルナルド市

る
刑
事
被
告
人
と
弁
護
士
と

の
会
話
録
音
へ
の
裁
判
官
の

許
可
は
、
審
議
の
過
程
で
不

要
と
な
っ
た
。

　

現
在
は
自
宅
禁
固
刑
や
準

禁
固
刑
（
昼
間
外
出
を
認
め

る
セ
ミ
ア
ベ
ル
タ
）
の
権

利
を
得
る
に
は
、
刑
期
の
最

低
６
分
の
１
（
１
６
・
６
％
）

を
務
め
る
義
務
が
あ
る
が
、

犯
罪
の
重
さ
や
前
科
の
有
無

に
応
じ
て
１
６
％
〜
７
０
％

と
な
っ
た
。
再
犯
者
は
条
件

が
厳
し
く
な
り
、
犯
罪
組
織

形
成
や
ミ
リ
シ
ア
で
断
罪
さ

れ
た
場
合
は
権
利
を
失
う
。

　

凶
悪
犯
罪
者
は
、
一
時
釈

放
や
自
宅
禁
固
刑
獲
得
の
条

件
が
厳
し
く
な
る
。
ま
た
、

「
凶
悪
犯
罪
」
の
定
義
が
拡

大
さ
れ
、
重
傷
を
負
わ
せ
る

窃
盗
、
爆
発
物
を
使
っ
た
窃

盗
、
使
用
が
制
限
さ
れ
て
い

る
銃
器
に
よ
る
殺
人
な
ど
も

含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。



　

終
し
ゅ
う

戦せ
ん

か
ら
５
か
月げ

つ

の
昭

し
ょ
う

和わ

２
１
（
１
９
４
６
）
年ね

ん

１
月が

つ

１
２
日に

ち

、
野の

坂さ
か

参さ
ん

三ぞ
う

は
釜ぷ

山さ
ん

か
ら
の
連れ

ん

絡ら
く

船せ
ん

に
乗の

っ
て
、
博は

か

多た

港こ
う

に
上

じ
ょ
う

陸り
く

し
た
。
博は

か

多た

港こ
う

で
待ま

ち
構か

ま

え
て
い
た
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

は
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
社し

ゃ

会か
い

面め
ん

ト
ッ
プ
、
４
段だ

ん

ぶ
ち
抜ぬ

き
で
報ほ

う

じ
た
。

　
平へ

い

和わ

時じ

代だ
い

か
ら
支し

那な

事じ

変へ
ん

大だ
い

東と
う

亜あ

戦せ
ん

下か

の
十

じ
ゅ
う

五ご

年ね
ん

を
外が

い

国こ
く

生せ
い

活か
つ

に
過す

ご

し
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
本ほ

ん

拠き
ょ

延え
ん

安あ
ん

に
お
い
て
日に

本ほ
ん

人じ
ん

解か
い

放ほ
う

運う
ん

動ど
う

の
最さ

い

高こ
う

指し

導ど
う

者し
ゃ

と
し
て
反は

ん

戦せ
ん

解か
い

放ほ
う

運う
ん

動ど
う

を
活か

っ

発ぱ
つ

に
続つ

づ

け
て
い
た
中

ち
ゅ
う

共き
ょ
う（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
注ち

ゅ
う

：　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

）
幹か

ん

部ぶ

の

野の

坂さ
か

参さ
ん

貳ぞ
う

氏し

（
筆ひ

つ

名め
い

岡お
か

野の

進す
す
む）
は
戦せ

ん

犯ぱ
ん

者し
ゃ

処し
ょ

分ぶ
ん

、
軍ぐ

ん

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

追つ
い

放ほ
う

な
ど
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

旋せ
ん

風ぷ
う

裡り

の
祖そ

国こ
く

日に

本ほ
ん

に
帰き

国こ
く

、
十

じ
ゅ
う

二に

日に
ち

正し
ょ
う

午ご

釜ぷ

山さ
ん

経け
い

由ゆ

、
博は

く

釜ふ

連れ
ん

絡ら
く

船せ
ん

で
博は

か

多た

港こ
う

に
上

じ
ょ
う

陸り
く

し
た
。

［
１
，　
３
９
８
９
］

　

記き

事じ

は
こ
の
後あ

と

も
、「
長な

が

い
四よ

ん

箇か

月げ
つ

の
旅た

び

路じ

を
祖そ

国こ
く

再さ
い

建け
ん

へ

の
熱ね

つ

情じ
ょ
うで
踏と

う

破は

」「
大お

お

き
な
役や

く

割わ
り

を
示し

め

す
も
の
と
し
て
期き

待た
い

さ

れ
て
い
る
」
な
ど
と
、
ま
る
で
凱が

い

旋せ
ん

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

の
よ
う
な
書か

き
ぶ

り
で
あ
る
。

　

野の

坂さ
か

が
東と

う

京き
ょ
う

入い

り
す
る
と
、「
人じ

ん

民み
ん

の
英え

い

雄ゆ
う

、
同ど

う

志し

野の

坂さ
か

」

「
働は

た
ら
か
せ
ろ
、
食く

わ
せ
ろ
、
家い

え

を
与あ

た

え
ろ
」「
人じ

ん

民み
ん

共き
ょ
う

和わ

政せ
い

権け
ん

樹じ
ゅ

立り
つ

」
な
ど
の
幟の

ぼ
り
や
プ
ラ
カ
ー
ド
が
林り

ん

立り
つ

す
る
な
か
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

の
愛あ

い

唱し
ょ
う

歌か

「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
を
斉せ

い

唱し
ょ
うす

る
群ぐ

ん

衆し
ゅ
うに
迎む

か

え
ら
れ
た
。

　

野の

坂さ
か

参さ
ん

三ぞ
う

の
凱が

い

旋せ
ん

帰き

国こ
く

は
、
敗は

い

戦せ
ん

直ち
ょ
く

後ご

の
わ
が
国く

に

が
迎む

か

え

た
共

き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

の
危き

機き

の
幕ま

く

開あ

け
で
あ
っ
た
。

　

世せ

界か
い

共き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

を
目め

指ざ

し
て
ソ
連れ

ん

が
設せ

つ

立り
つ

し
た
国こ

く

際さ
い

組そ

織し
き

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
日に

本ほ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
うで
あ
り
、
か
つ
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
日に

本ほ
ん

支し

部ぶ

と
し
て
創そ

う

設せ
つ

さ
れ
た
日に

本ほ
ん

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ

た
野の

坂さ
か

参さ
ん

三ぞ
う

が
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
本ほ

ん

拠き
ょ

地ち

・

延え
ん

安あ
ん

に
入は

い

っ
た
の
は
１
９
４
０
年ね

ん

の
こ
と
だ
っ
た
。

　

延え
ん

安あ
ん

で
は
支し

那な

事じ

変へ
ん

で
捕ほ

虜り
ょ

と
な
っ
た
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

兵へ
い

士し

を
洗せ

ん

脳の
う

し
て
、
将

し
ょ
う

来ら
い

の
日に

本ほ
ん

に
お
け
る
共

き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

の
戦せ

ん

士し

に
仕し

立た

て
あ
げ
る
日に

本ほ
ん

労ろ
う

農の
う

学が
っ

校こ
う

が
設も

う

け
ら
れ
、
野の

坂さ
か

は
そ
の
校こ

う

長
ち
ょ
う

と
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

兵へ
い

士し

た
ち
は
厚こ

う

遇ぐ
う

さ
れ
、
悪わ

る

い

の
は
日に

本ほ
ん

の
軍ぐ

ん

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

で
あ
っ
て
、
日に

っ

中ち
ゅ
う

両り
ょ
う

国こ
く

の
人じ

ん

民み
ん

が

協き
ょ
う

力り
ょ
くし
て
彼か

れ

ら
を
打だ

倒と
う

し
、
日に

本ほ
ん

の
兵へ

い

士し

や
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

、
農の

う

民み
ん

敗は
い

戦せ
ん

直ち
ょ
く

後ご

の
日に

本ほ
ん

を
共き

ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

か
ら
救す

く

っ
た
の
は

　

  

江え

崎ざ
き

道み
ち

朗お

『
日に

本ほ
ん

占せ
ん

領り
ょ
う

と「
敗は

い

戦せ
ん

革か
く

命め
い

」の
危き

機き

』

２０１８年
ねん

９月
がつ

３０日
にち

版
ばん

を
解か

い

放ほ
う

す
べ
き
だ
、
と
い
う
洗せ

ん

脳の
う

が
な
さ
れ
た
。

　
こ
の
方ほ

う

法ほ
う

は
情じ

ょ
う
に
も
ろ
い
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

兵へ
い

士し

に
大お

お

き
な
効こ

う

果か

を

上あ

げ
た
。
１
９
４
４
（
昭

し
ょ
う

和わ

１
９
）
年ね

ん

に
延え

ん

安あ
ん

を
訪お

と
ず
れ
た
ア

メ
リ
カ
軍ぐ

ん

事じ

使し

節せ
つ

団だ
ん

は
、
こ
れ
に
驚お

ど
ろ
き
、
こ
こ
か
ら
、
終

し
ゅ
う

戦せ
ん

後ご

、
ア
メ
リ
カ
占せ

ん

領り
ょ
う

軍ぐ
ん

に
よ
っ
て
実じ

っ

施し

さ
れ
る
「
ウ
ォ
ー
・
ギ

ル
ト
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
戦せ

ん

争そ
う

に
つ
い

て
の
罪ざ

い

悪あ
く

感か
ん

を
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
心こ

こ
ろ
に
植う

え
付つ

け
る
た
め
の
宣せ

ん

伝で
ん

計け
い

画か
く

）
に
発は

っ

展て
ん

し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
使し

節せ
つ

団だ
ん

は
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
な
っ
て
お

り
、野の

坂さ
か

を
「
明め

い

晰せ
き

な
思し

想そ
う

家か

で
か
つ
指し

導ど
う

者し
ゃ

た
る
器う

つ
わで
あ
る
」

と
高た

か

く
評

ひ
ょ
う

価か

し
た
。
野の

坂さ
か

は
ソ
連れ

ん

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

、
ア
メ
リ
カ
の
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

た
ち
か
ら
見み

れ
ば
、
日に

本ほ
ん

で
共

き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

を
起お

こ
す

た
め
の
エ
ー
ス
的て

き

な
存そ

ん

在ざ
い

だ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
期き

待た
い

の
エ
ー
ス

が
い
よ
い
よ
日に

本ほ
ん

に
上

じ
ょ
う

陸り
く

し
た
の
で
あ
る
。

　

日に

本ほ
ん

の
占せ

ん

領り
ょ
う

行ぎ
ょ
う

政せ
い

を
行

お
こ
な
っ
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
総そ

う

司し

令れ
い

部ぶ

）
は
、

共き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

の
巣そ

う

窟く
つ

だ
っ
た
。
当と

う

時じ

は
大だ

い

恐き
ょ
う

慌こ
う

の
後あ

と

で
、
資し

本ほ
ん

主し
ゅ

義ぎ

の
失し

っ

敗ぱ
い

が
誰だ

れ

の
目め

に
も
明あ

き

ら
か
と
な
り
、
人じ

ん

類る
い

の
未み

来ら
い

は
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

に
あ
る
、
と
信し

ん

ず
る
イ
ン
テ
リ
が
多お

お

か
っ
た
。

さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
の
共

き
ょ
う

和わ

制せ
い

の
伝で

ん

統と
う

か
ら
、
独ど

く

裁さ
い

的て
き

な
帝て

い

政せ
い

を
倒た

お

し
て
史し

上じ
ょ
う

初は
つ

の
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

政せ
い

権け
ん

を
樹じ

ゅ

立り
つ

し
た
ソ
連れ

ん

に
親し

ん

近き
ん

感か
ん

を
持も

つ
人ひ

と

々び
と

が
少す

く

な
く
な
か
っ
た
。

　

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
政せ

い

権け
ん

が
大だ

い

恐き
ょ
う

慌こ
う

克こ
く

復ふ
く

の
た
め
に
始は

じ

め
た

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政せ

い

策さ
く

は
公こ

う

共き
ょ
う

投と
う

資し

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
し
た
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

的て
き

な
性せ

い

格か
く

が
強つ

よ

い
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
小ち

い

さ
な
政せ

い

府ふ

だ
っ
た

連れ
ん

邦ぽ
う

政せ
い

府ふ

を
急

き
ゅ
う

拡か
く

大だ
い

し
た
た
め
、
多お

お

く
の
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

が
政せ

い

府ふ

に
入は

い

り
込こ

ん
だ
。

　
ソ
連れ

ん

が
世せ

界か
い

の
共

き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

を
狙ね

ら

っ
て
、
各か

く

地ち

の
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

シ

ン
パ
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
造つ

く

り
、
彼か

れ

ら
が
各か

っ

国こ
く

の
政せ

い

権け
ん

の
中

ち
ゅ
う

枢す
う

に
入は

い

っ
て
、
ソ
連れ

ん

の
工こ

う

作さ
く

員い
ん

と
し
て
働は

た
ら
く
よ
う
に
な
っ
た
の

も
、
自し

然ぜ
ん

の
な
り
ゆ
き
だ
っ
た
ろ
う
。

　

日に

本ほ
ん

と
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

と
の
戦た

た
かい
を
煽あ

お

っ
て
、「
祖そ

国こ
く

」
ソ
連れ

ん

を
守ま

も

ろ
う
と
し
た
尾お

崎ざ
き

秀ほ
つ

実み

は
そ
の
一い

ち

例れ
い

で
あ
る
［
Ａ
］。
同ど

う

様よ
う

に

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
政せ

い

権け
ん

内な
い

に
も
２
０
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うの
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

が
入は

い

り
込こ

ん
で
、
ア
メ
リ
カ
を
ド
イ
ツ
や
日に

本ほ
ん

と
戦た

た
かわ
せ
よ
う

と
し
た
［
Ｂ
］。
こ
う
し
た
工こ

う

作さ
く

員い
ん

、
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

シ
ン
パ
が
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
日に

本ほ
ん

に
や
っ
て
き
て
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

を

起お

こ
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
矢や

継つ

ぎ
早ば

や

に
打う

ち
出だ

し
た
占せ

ん

領り
ょ
う

政せ
い

策さ
く

は
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

国こ
っ

家か

が
と
る
政せ

い

策さ
く

と
本ほ

ん

質し
つ

的て
き

に
同お

な

じ
で
あ
っ
た
。
ま
ず
報ほ

う

道ど
う

や
言げ

ん

論ろ
ん

、
思し

想そ
う

の
自じ

由ゆ
う

の
抑よ

く

圧あ
つ

で
あ
る
。
報ほ

う

道ど
う

や
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

、
私し

信し
ん

の
検け

ん

閲え
つ

な
ど
、
総そ

う

勢ぜ
い

６
千せ

ん

人に
ん

を
超こ

え
る
陣じ

ん

容よ
う

で
、
戦せ

ん

時じ

中
ち
ゅ
う

よ
り
は
る
か
に
厳げ

ん

格か
く

な
検け

ん

閲え
つ

が
な
さ
れ
た
［
Ｃ
］。
そ
の
上う

え

で
、

日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
罪ざ

い

悪あ
く

感か
ん

を
植う

え
付つ

け
る
洗せ

ん

脳の
う

工こ
う

作さ
く

「
ウ
ォ
ー
・
ギ

ル
ト
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
進す

す

め
ら
れ
た
。

　
つ
い
で
反は

ん

対た
い

勢せ
い

力り
ょ
くの
弾だ

ん

圧あ
つ

と
し
て
は
、
国こ

く

内な
い

法ほ
う

に
も
国こ

く

際さ
い

法ほ
う

に
も
な
い
「
侵し

ん

略り
ゃ
くの
罪つ

み

」
や
「
人じ

ん

道ど
う

の
罪つ

み

」
に
よ
る
東と

う

條じ
ょ
う

英ひ
で

機き

元も
と

首し
ゅ

相し
ょ
うら
３
９
人に

ん

の
逮た

い

捕ほ

。
さ
ら
に
は
「
公こ

う

職し
ょ
く

追つ
い

放ほ
う

」
と

い
う
名な

の
粛

し
ゅ
く

正せ
い

で
、
２
１
万ま

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
うの
追つ

い

放ほ
う

。
大だ

い

学が
く

や
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

社し
ゃ

な
ど
で
多お

お

く
の
ポ
ス
ト
が
空あ

き
、
そ
れ
を
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

シ
ン
パ

や
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
媚こ

び
を
う
る
輩や

か
らが
埋う

め
た
。

　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
日に

本ほ
ん

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

を
支し

援え
ん

し
た
の
が

ハ
ー
バ
ー
ト
・
ノ
ー
マ
ン
で
あ
っ
た
。
日に

本ほ
ん

に
赴ふ

任に
ん

し
た
カ
ナ

ダ
人じ

ん

牧ぼ
く

師し

の
息む

す

子こ

と
し
て
、
１
７
歳さ

い

ま
で
日に

本ほ
ん

で
育そ

だ

っ
た
。
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
大だ

い

学が
く

在ざ
い

学が
く

中ち
ゅ
うに
は
イ
ギ
リ
ス
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

に
入は

い

り
、
そ

の
後ご

、
カ
ナ
ダ
の
外が

い

交こ
う

官か
ん

と
な
り
、「
日に

本ほ
ん

は
天て

ん

皇の
う

制せ
い

を
中

ち
ゅ
う

核か
く

と
す
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
国こ

っ

家か

で
あ
る
」
と
の
博は

く

士し

論ろ
ん

文ぶ
ん

を
書か

い
て

有ゆ
う

名め
い

に
な
り
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
よ
っ
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
ス
カ
ウ
ト

さ
れ
た
。

　

そ
の
ノ
ー
マ
ン
が
起き

草そ
う

し
た
「
人じ

ん

権け
ん

指し

令れ
い

」
が
１
０
月が

つ

４

日か

に
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ
れ
た
。
治ち

安あ
ん

維い

持じ

法ほ
う

な
ど
思し

想そ
う

犯は
ん

を
取と

り
締し

ま

る
法ほ

う

律り
つ

を
す
べ
て
廃は

い

止し

し
、
そ
れ
に
よ
る
拘こ

う

留り
ゅ
う

者し
ゃ

を
１
０
月が

つ

１
０
日か

ま
で
に
釈

し
ゃ
く

放ほ
う

す
る
よ
う
に
命め

い

じ
た
。
同ど

う

時じ

に
１
０
月が

つ

５
日か

に
は
特と

く

別べ
つ

高こ
う

等と
う

警け
い

察さ
つ

（
特と

っ

高こ
う

）
の
警け

い

察さ
つ

官か
ん

全ぜ
ん

員い
ん

の
罷ひ

免め
ん

を
要よ

う

求き
ゅ
うす
る
覚お

ぼ

え
書が

き
も
発は

っ

し
た
。

　

特と
っ

高こ
う

、
治ち

安あ
ん

維い

持じ

法ほ
う

な
ど
は
、
日に

本ほ
ん

が
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

と
戦た

た
か
う

た
め
の
手し

ゅ

段だ
ん

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
を
全ぜ

ん

廃ぱ
い

し
、
な
お
か
つ
、

共き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

を
野の

に
放は

な

っ
て
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

に
火ひ

を
つ
け
よ
う

と
い
う
魂こ

ん

胆た
ん

で
あ
っ
た
。

　

府ふ

中ち
ゅ
う

刑け
い

務む

所し
ょ

か
ら
釈

し
ゃ
く

放ほ
う

さ
れ
た
日に

本ほ
ん

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

幹か
ん

部ぶ

、
徳と

く

田だ

球き
ゅ
う

一い
ち
、
志し

賀が

義よ
し

雄お

ら
は
、
そ
の
日ひ

の
う
ち
に
声せ

い

明め
い

を
出だ

し

て
、Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
謝し

ゃ

意い

を
表ひ

ょ
うし
、そ
の
平へ

い

和わ

政せ
い

策さ
く

を
支し

持じ

す
る
が
、

「
天て

ん

皇の
う

制せ
い

」
を
打だ

倒と
う

す
る
こ
と
な
し
に
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣せ

ん

言げ
ん

に

謳う
た

わ
れ
た
「
日に

本ほ
ん

の
民み

ん

主し
ゅ

化か

」
も
、飢き

餓が

の
克こ

く

復ふ
く

も
で
き
な
い
、

と
訴う

っ
た
え
た
。

　
こ
う
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
共

き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

の
下し

た

地じ

作づ
く

り
が
進す

す

ん

だ
と
こ
ろ
に
、
野の

坂さ
か

参さ
ん

三ぞ
う

が
帰き

国こ
く

し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
頃こ

ろ

の
国こ

く

内な
い

は
、
食

し
ょ
く

糧り
ょ
う

事じ

情じ
ょ
うが
悪あ

っ

化か

し
て
い
た
。
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

は

　
食

し
ょ
く

糧り
ょ
う

事じ

情じ
ょ
うの
悪あ

っ

化か

は
、
こ
の
ま
ま
推す

い

移い

す
れ
ば
多た

数す
う

の
餓が

死し

者し
ゃ

を
出だ

す
よ
う
に
な
る
と
い
う
が
、
戦せ

ん

争そ
う

に
塗と

炭た
ん

の
苦く

る

し
み

を
し
た
国こ

く

民み
ん

に
、
こ
の
う
え
さ
ら
に
多た

数す
う

の
餓が

死し

者し
ゃ

を
出だ

す

よ
う
な
こ
と
は
ど
う
し
て
も
自じ

分ぶ
ん

に
は
た
え
が
た
い
こ
と
で
あ

る
。［
１
，　
４
２
５
３
］

　

と
、
心し

ん

配ぱ
い

さ
れ
、
皇こ

う

室し
つ

御ぎ
ょ

物ぶ
つ

の
目も

く

録ろ
く

を
作つ

く

ら
せ
て
、
こ
れ

を
代だ

い

償し
ょ
うに
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
食

し
ょ
く

料り
ょ
う

供き
ょ
う

給き
ゅ
うを
求も

と

め
ら
れ
た
。マ
ッ

カ
ー
サ
ー
は
感か

ん

動ど
う

し
て
、「
皇こ

う

室し
つ

の
御ぎ

ょ

物ぶ
つ

を
と
り
あ
げ
る
事こ

と

な

ど
面め

ん

目ぼ
く

に
か
け
て
も
で
き
な
い
が
、
国こ

く

民み
ん

の
こ
と
を
思お

も

う
天て

ん

皇の
う

の
心

こ
こ
ろ

持も

ち
は
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

に
了

り
ょ
う

解か
い

さ
れ
る
」
と
し
て
、「
か
な
ら
ず
食

し
ょ
く

料り
ょ
うを
本ほ

ん

国ご
く

か
ら
移い

入に
ゅ
うす
る
方ほ

う

法ほ
う

を
講こ

う

ず
る
か
ら
、
安あ

ん

心し
ん

さ
れ

た
い
」
と
答こ

た

え
た
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

に
と
っ
て
は
、
国こ

く

民み
ん

が
苦く

る

し
む
時と

き

こ
そ
混こ

ん

乱ら
ん

に
乗じ

ょ
う
じ
て
共

き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

に
火ひ

を
つ
け
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
野の

坂さ
か

参さ
ん

三ぞ
う

と
、
釈

し
ゃ
く

放ほ
う

さ
れ
た
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

幹か
ん

部ぶ

た
ち
は
、
昭

し
ょ
う

和わ

２
１

（
１
９
４
６
）
年ね

ん

４
月が

つ

７
日か

、
日ひ

比び

谷や

公こ
う

園え
ん

で
「
幣し

で

原は
ら

反は
ん

動ど
う

内な
い

閣か
く

打だ

倒と
う

人じ
ん

民み
ん

大た
い

会か
い

」
を
開か

い

催さ
い

し
て
７
万ま

ん

人に
ん

を
集あ

つ

め
た
。

　

翌よ
く

５
月が

つ

１
９
日に

ち

に
は
、
２
５
万ま

ん

人に
ん

も
集あ

つ

め
て
「
米べ

い

飯は
ん

獲か
く

得と
く

人じ
ん

民み
ん

大た
い

会か
い

（
食

し
ょ
く

料り
ょ
うメ
ー
デ
ー
）」
を
皇こ

う

居き
ょ

前ま
え

で
開か

い

催さ
い

し
た
。
こ

の
時と

き

、「
朕ち

ん

は
タ
ラ
フ
ク
食く

っ
て
い
る
ぞ　

ナ
ン
ジ
人じ

ん

民み
ん

飢う

え
て

死し

ね
」
な
ど
と
書か

い
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
デ
モ
隊た

い

は
掲か

か

げ
、
暴ぼ

う

徒と

の
一い

ち

部ぶ

が
坂さ

か

下し
た

門も
ん

を
突と

っ

破ぱ

し
て
皇こ

う

居き
ょ

に
乱ら

ん

入に
ゅ
うし
た
。

　
こ
の
頃こ

ろ

、
警け

い

視し

庁ち
ょ
うが
行

お
こ
な
っ
た
調

ち
ょ
う

査さ

で
は
、
大た

い

半は
ん

の
世せ

帯た
い

が
米べ

い

飯は
ん

を
一い

ち

日に
ち

に
一い

っ

回か
い

小こ

盛も

り
で
食た

べ
る
の
が
せ
い
ぜ
い
で
、
あ
と
は

雑ぞ
う

炊す
い

や
い
も
な
ど
の
代だ

い

用よ
う

食し
ょ
くで
つ
な
い
で
お
り
、
一い

ち

日に
ち

に
米こ

め

一ひ
と

粒つ
ぶ

も
食た

べ
ら
れ
な
い
世せ

帯た
い

も
決け

っ

し
て
少す

く

な
く
な
か
っ
た
ほ
ど
で

あ
っ
た
。

　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

の
御ご

要よ
う

望ぼ
う

に
答こ

た

え
よ
う
と
、
ワ

シ
ン
ト
ン
に
対た

い

し
て
２
１
４
万ま

ん

ト
ン
の
対た

い

日に
ち

食し
ょ
く

糧り
ょ
う

輸ゆ

出
し
ゅ
つ

を
要よ

う

請せ
い

し
た
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
本ほ

ん

国ご
く

は
、
そ
の
要よ

う

請せ
い

を

１
９
４
６
年ね

ん

２
月が

つ

に
却

き
ゃ
っ

下か

し
て
い
る
。

　
３
月が

つ

か
ら
小こ

麦む
ぎ

・
雑ざ

っ

穀こ
く

の
輸ゆ

入に
ゅ
うが
始は

じ

ま
っ
た
も
の
の
、
ソ
連れ

ん

も
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
極

き
ょ
く

東と
う

委い

員い
ん

会か
い

か
ら
は
「
日に

本ほ
ん

は
い

か
な
る
連れ

ん

合ご
う

国こ
く

ま
た
は
解か

い

放ほ
う

諸し
ょ

国こ
く

よ
り
食

し
ょ
く

糧り
ょ
う

補ほ

給き
ゅ
うの
優ゆ

う

先せ
ん

的て
き

取と
り

扱あ
つ
かひ
を
受う

け
ざ
る
」
よ
う
掣せ

い

肘ち
ゅ
うを
受う

け
た
。
食

し
ょ
く

料り
ょ
う

不ぶ

足そ
く

に

苦く
る

し
む
国こ

く

民み
ん

が
増ふ

え
る
ほ
ど
、
反は

ん

政せ
い

府ふ

・
反は

ん

米べ
い

の
ム
ー
ド
が

盛も

り
上あ

げ
る
か
ら
で
あ
る
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるよう
な話

はなし

を毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より
多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に
興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

な
どに記

き

事
じ

を紹
しょうかい

介してください。            
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

敗は
い

戦せ
ん

の
混こ

ん

乱ら
ん

の
中な

か

で
共き

ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

を
実じ

つ

現げ
ん

し
よ
う
と
す
る

　
　

国こ
く

内な
い

お
よ
び
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
共き

ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

た
ち
の
前ま

え

に
立た

ち
は
だ
か
っ
た
の
は

（３） ２０１９年第５３９０号 	１２月	１４日	（土曜日）

　

食
し
ょ
く

料り
ょ
う・
経け

い

済ざ
い

危き

機き

を
背は

い

景け
い

に
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

は
労ろ

う

働ど
う

争そ
う

議ぎ

を
盛も

り
上あ

げ
て
い
っ
た
。
特と

く

に
８
月が

つ

、
９
月が

つ

は
労ろ

う

働ど
う

争そ
う

議ぎ

へ
の
参さ

ん

加か

が
６
０
万ま

ん

人に
ん

規き

模ぼ

に
達た

っ

し
た
。
激は

げ

し
い
イ
ン
フ
レ
に
対た

い

応お
う

す
る

た
め
の
賃ち

ん

上あ

げ
要よ

う

求き
ゅ
うな
ど
が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

だ
っ
た
が
、
や
が
て
運う

ん

動ど
う

は

急き
ゅ
う

速そ
く

に
政せ

い

治じ

化か

し
、
１
２
月が

つ

１
７
日に

ち

に
は
「
吉よ

し

田だ

内な
い

閣か
く

打だ

倒と
う

国こ
く

民み
ん

大た
い

会か
い

」
が
「
人じ

ん

民み
ん

広ひ
ろ

場ば

」
と
呼よ

ば
れ
た
皇こ

う

居き
ょ

前ま
え

広ひ
ろ

場ば

で

開か
い

催さ
い

さ
れ
、
５
０
万ま

ん

人に
ん

が
集

し
ゅ
う

結け
つ

し
た
。

　

労ろ
う

働ど
う

組く
み

合あ
い

の
組そ

織し
き

化か

も
急

き
ゅ
う

速そ
く

に
進す

す

み
、
官か

ん

公こ
う

庁ち
ょ
う、
民み

ん

間か
ん

含ふ
く

め
、
組く

み

合あ
い

員い
ん

は
６
０
０
万ま

ん

人に
ん

に
膨ふ

く

れ
あ
が
っ
た
。

　

吉よ
し

田だ

首し
ゅ

相し
ょ
うは
昭

し
ょ
う

和わ

２
２
（
１
９
４
７
）
年ね

ん

１
月が

つ

１
日た

ち

の
年ね

ん

頭と
う

の
辞じ

に
お
い
て
、
こ
う
し
た
動う

ご

き
へ
の
危き

機き

感か
ん

を
訴う

っ
た
え
た
。

　
昨さ

く

年ね
ん

以い

来ら
い

労ろ
う

働ど
う

争そ
う

議ぎ

、
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
頻ひ

ん

発ぱ
つ

し
、
生せ

い

産さ
ん

減げ
ん

退た
い

、
イ
ン
フ
レ
お
よ
び
生せ

い

活か
つ

不ふ

安あ
ん

を
激げ

き

化か

し
、
い
わ
ゆ
る

経け
い

済ざ
い

危き

機き

を
助じ

ょ

成せ
い

せ
し
め
つ
つ
あ
る
現げ

ん

状じ
ょ
うで
あ
り
ま
す
。
…

　
い
わ
ゆ
る
労ろ

う

働ど
う

攻こ
う

勢せ
い

、
波は

状じ
ょ
う

攻こ
う

撃げ
き

な
ど
と
称し

ょ
うし
て
市し

内な
い

に

日ひ

日び

デ
モ
を
行お

こ
ない
、
人じ

ん

心し
ん

を
刺し

激げ
き

し
、
社し

ゃ

会か
い

不ふ

安あ
ん

を
激げ

き

化か

せ

し
め
て
、
あ
え
て
顧か

え
りみ
ざ
る
も
の
あ
る
は
私わ

た
しの
ま
こ
と
に
意い

外が
い

と
し
て
、
ま
た
心し

ん

外が
い

に
た
え
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。［
１
，　

５
８
１
２
］

　
こ
の
後あ

と

、
吉よ

し

田だ

首し
ゅ

相し
ょ
うは
「
し
か
れ
ど
も
私わ

た
し
は
、
か
か
る
不ふ

逞て
い

の
や
か
ら
が
、
わ
が
国こ

く

民み
ん

中ち
ゅ
うに
多た

数す
う

あ
る
と
は
信し

ん

じ
ら
れ
ま

せ
ん
」
と
語か

た

っ
た
の
だ
が
、
こ
の
「
不ふ

逞て
い

の
や
か
ら
」
発は

つ

言げ
ん

を

批ひ

判は
ん

し
て
、
組く

み

合あ
い

側が
わ

は
２
月が

つ

１
日た

ち

の
ゼ
ネ
ス
ト
実じ

っ

施し

を
宣せ

ん

言げ
ん

し
た
。
ゼ
ネ
ス
ト
、
す
な
わ
ち
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
は

多た

数す
う

の
産さ

ん

業ぎ
ょ
うに
ま
た
が
る
諸し

ょ

組く
み

合あ
い

が
一い

っ

斉せ
い

に
ス
ト
を
し
て
、
経け

い

済ざ
い

を
麻ま

痺ひ

さ
せ
る
戦せ

ん

術じ
ゅ
つで
あ
る
。

　

共
き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

は
「
民み

ん

族ぞ
く

の
独ど

く

立り
つ

と
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

再さ
い

建け
ん

を
妨さ

ま
た
げ
る
吉よ

し

田だ

内な
い

閣か
く

を
倒た

お

し
、
民み

ん

主し
ゅ

人じ
ん

民み
ん

政せ
い

府ふ

の
樹じ

ゅ

立り
つ

さ
れ
る
ま
で
断だ

ん

乎こ

と
し

て
戦た

た
か
う
」
と
、
革か

く

命め
い

を
宣せ

ん

言げ
ん

し
た
。
野の

坂さ
か

は
東と

う

京き
ょ
うの
ソ
連れ

ん

代だ
い

表ひ
ょ
う

部ぶ

の
参さ

ん

事じ

官か
ん

に
対た

い

し
て
、
定て

い

期き

的て
き

に
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
活か

つ

動ど
う

を
報ほ

う

告こ
く

し
て
い
た
。
吉よ

し

田だ

首し
ゅ

相し
ょ
うは
「
ソ
連れ

ん

の
代だ

い

表ひ
ょ
うな
ど
は
、
当と

う

時じ

の

労ろ
う

働ど
う

不ふ

安あ
ん

、
社し

ゃ

会か
い

不ふ

安あ
ん

は
、
む
し
ろ
歓か

ん

迎げ
い

し
て
い
て
」
と
指し

摘て
き

し
て
い
る
。

　

ゼ
ネ
ス
ト
予よ

定て
い

日び

２
月が

つ

１
日た

ち

の
前ぜ

ん

日じ
つ

、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
禁き

ん

止し

命め
い

令れ
い

を
出だ

し
た
。「
余よ

は
現げ

ん

下か

の
困こ

ん

窮き
ゅ
うか
つ
衰す

い

弱じ
ゃ
くせ
る
日に

本ほ
ん

の
状

じ
ょ
う

態た
い

に
お
い
て
、
か
く
の
如ご

と

き
致ち

命め
い

的て
き

な
社し

ゃ

会か
い

的て
き

武ぶ

器き

を

行こ
う

使し

す
る
こ
と
を
許き

ょ

容よ
う

し
な
い
」
と
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

を
許ゆ

る

さ
な

い
姿し

勢せ
い

を
示し

め

し
た
。

　
こ
の
背は

い

景け
い

に
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
内な

い

部ぶ

で
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

を
支し

援え
ん

す

る
動う

ご

き
に
立た

ち
上あ

が
っ
た
人じ

ん

物ぶ
つ

が
い
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
参さ

ん

謀ぼ
う

第だ
い

２

本ほ
ん

部ぶ

の
部ぶ

長ち
ょ
うチ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

で
あ
る
。
ウ
ィ
ロ

ビ
ー
は
あ
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

か
ら
示し

唆さ

を
受う

け
て
、
ソ
連れ

ん

と
ア
メ
リ
カ

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
関か

ん

係け
い

を
知し

り
、
さ
ら
に
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
内な

い

で
の
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

シ
ン
パ
の
追お

い
出だ

し
に
か
か
っ
て
い
た
。

　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
自じ

身し
ん

も
、
日に

本ほ
ん

の
民み

ん

主し
ゅ

化か

は
求も

と

め
て
い
た
が
、

共き
ょ
う

産さ
ん

化か

は
欲ほ

っ

し
て
い
な
か
っ
た
。
ゼ
ネ
ス
ト
の
動う

ご

き
を
見み

て
い

て
、
こ
れ
以い

上じ
ょ
う

放ほ
う

任に
ん

す
れ
ば
、
日に

本ほ
ん

の
秩ち

つ

序じ
ょ

を
紊み

だ

し
、
治ち

安あ
ん

の
上う

え

か
ら
も
危き

険け
ん

で
あ
る
と
誰だ

れ

で
も
が
認み

と

め
ざ
る
を
得え

な
い
段だ

ん

階か
い

に
至い

た

る
の
を
待ま

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
果は

た
し
て
、
ゼ
ネ
ス

１
．
野の

坂さ
か

参さ
ん

三ぞ
う

の
凱が

い

旋せ
ん

帰き

国こ
く

２
．
日に

本ほ
ん

共き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

の
エ
ー
ス

ト
中

ち
ゅ
う

止し

命め
い

令れ
い

に
対た

い

し
て
、ソ
連れ

ん

か
ら
抗こ

う

議ぎ

が
来き

た
が
、マ
ッ
カ
ー

サ
ー
は
一い

っ

蹴し
ゅ
うし
た
。

　
こ
う
し
て
間か

ん

一い
っ

髪ぱ
つ

の
処と

こ
ろで
、
ゼ
ネ
ス
ト
は
回か

い

避ひ

さ
れ
た
。
吉よ

し

田だ

首し
ゅ

相し
ょ
うは
言い

う
。「
も
し
も
あ
の
時と

き

、
総そ

う

司し

令れ
い

部ぶ

の
断だ

ん

が
下く

だ

ら

ず
、
二に

・
一い

ち
ス
ト
が
実じ

っ

行こ
う

さ
れ
て
い
た
と
し
た
ら
、
そ
の
後ご

の

日に

本ほ
ん

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うは
ど
う
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
」

　

共
き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

が
不ふ

発は
つ

に
終お

わ
っ
た
の
は
、
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

が
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
に
皇こ

う

室し
つ

御ぎ
ょ

物ぶ
つ

の
目も

く

録ろ
く

ま
で
添そ

え
て
頼た

の

ま
れ
た
食

し
ょ
く

料
り
ょ
う

輸ゆ

入に
ゅ
うが
、
昭

し
ょ
う

和わ

２
１
（
１
９
４
６
）
年ね

ん

６
月が

つ

頃ご
ろ

か
ら
本ほ

ん

格か
く

化か

し
始は

じ

め
た
事こ

と

も
寄き

与よ

し
た
。
た
と
え
ば
東と

う

京き
ょ
う

都と

民み
ん

が
配は

い

給き
ゅ
うを

受う

け
た
食

し
ょ
く

料り
ょ
うの
う
ち
、
８
月が

つ

、
９
月が

つ

は
輸ゆ

入に
ゅ
う

分ぶ
ん

が
９
０
％
以い

上じ
ょ
うと
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
が
国こ

く

民み
ん

を
餓が

死し

か
ら
救す

く

っ
た
。

　

も
う
一ひ

と
つ
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

を
覚か

く

醒せ
い

さ
せ
た
の
は
、
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

の
全ぜ

ん

国こ
く

御ご

巡じ
ゅ
ん

幸こ
う

だ
っ
た
。
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

は
「
こ
の
際さ

い

、
全ぜ

ん

国こ
く

を

隈く
ま

な
く
歩あ

る

い
て
、
国こ

く

民み
ん

を
慰な

ぐ
さ
め
、
励は

げ

ま
し
、
ま
た
復ふ

っ

興こ
う

の
た

め
に
立た

ち
あ
が
ら
せ
る
為た

め

の
勇ゆ

う

気き

を
与あ

た
えへ
る
こ
と
が
自じ

分ぶ
ん

の
責せ

き

任に
ん

と
思お

も

ふ
」
と
の
御ご

決け
つ

意い

の
も
と
、
昭

し
ょ
う

和わ

２
１
（
１
９
４
６
）

年ね
ん

２
月が

つ

か
ら
、
沖お

き

縄な
わ

を
除の

ぞ

く
全ぜ

ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

を
８
年ね

ん

半は
ん

か
け
て

回ま
わ

ら
れ
た
。

　

御ご

巡じ
ゅ
ん

幸こ
う

に
つ
い
て
は
、
拙せ

っ

著ち
ょ

『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
知し

ら
な
い　

世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る
日に

本ほ
ん

』［
Ｄ
］
で
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
が
、
敗は

い

戦せ
ん

直ち
ょ
く

後ご

で
は
宿

し
ゅ
く

舎し
ゃ

も
ま
ま
な
ら
ず
、
列れ

っ

車し
ゃ

の
中な

か

や
学が

っ

校こ
う

の
教

き
ょ
う

室し
つ

に
泊と

ま
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。「
戦せ

ん

災さ
い

の
国こ

く

民み
ん

の
こ
と
を
考か

ん
がへ
れ
ば

な
ん
で
も
な
い
。
十と

お

日か

間か
ん

く
ら
ゐ
風ふ

呂ろ

に
入は

い

ら
な
く
と
も
か
ま

は
ぬ
」
と
言い

わ
れ
た
。

　

常
じ
ょ
う

磐ば
ん

炭た
ん

坑こ
う

で
は
、
地ち

下か

４
５
０
メ
ー
ト
ル
の
坑こ

う

内な
い

を
歩あ

る

か
し
ぼ
ま
せ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
２
６
３
）　

尾お

崎ざ
き

秀ほ

實つ
み　

～　

日に
っ

中ち
ゅ
う

和わ

平へ
い

を
妨さ

ま
た
げ
た
ソ
連れ

ん

の
魔ま

手し
ゅ

　

日に

本ほ
ん

と
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

政せ
い

権け
ん

が
日に

っ

中ち
ゅ
う

戦せ
ん

争そ
う

で
共と

も

倒だ
お

れ
に
な
れ
ば
、

ソ
・
中ち

ゅ
う
・
日に

ち

の
「
赤あ

か

い
東と

う

亜あ

共き
ょ
う

同ど
う

体た
い

」
が
実じ

つ

現げ
ん

す
る
！

h
ttp://w

w
w
2
s.biglobe.n

e.jp/n
ippon

/jog-
bd_h1

4
/jog2

6
3
.htm
l

Ｂ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
９
２
９
）　
ス
タ
ー
リ
ン
が
仕し

組く

ん
だ
日に

ち

米べ
い

戦せ
ん

争そ
う

　

米べ
い

政せ
い

府ふ

内な
い

に
潜せ

ん

伏ぷ
く

し
た
２
０
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うの
ソ
連れ

ん

ス
パ
イ
が

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
政せ

い

権け
ん

を
操

あ
や
つ
っ
て
、
日に

ち

米べ
い

開か
い

戦せ
ん

を
仕し

組く

ん
だ
。

h
ttp://blog.jog-n

et.jp/2
0
1
5
1
2
/article_1

.
htm
l

Ｃ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
０
９
８
）　

忘わ
す

れ
さ
せ
ら
れ
た
事こ

と

　

戦せ
ん

後ご

、
占せ

ん

領り
ょ
う

軍ぐ
ん

に
よ
っ
て
日に

本ほ
ん

史し

上じ
ょ
う

最さ
い

大だ
い

の
言げ

ん

論ろ
ん

検け
ん

閲え
つ

が

行お
こ
なわ
れ
た
。

http://w
w
w
2
s.biglobe.ne.jp/~nippon/jog-

b
d
_h1
1
_2
/jo
g0
9
8
.

htm
l

Ｄ
．　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
世せ

界か
い

が

称し
ょ
う

賛さ
ん

す
る　
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
知し

ら

な
い
日に

本ほ
ん

』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ

２
８

h
t
t
p
:/
/
w
w
w
.

a
m
a
zo
n
.co
.jp
/o
/

asin
/4
5
9
4
0
7
4
9
5
2
/

japanonthegl0
-2
2
/

３
．
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
と
も
に
や
っ
て
き
た

        

共き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

シ
ン
パ

７
．「
も
し
ゼ
ネ
ス
ト
が

         

実じ
っ

行こ
う

さ
れ
て
い
た
ら
…
」

５
．「
朕ち

ん

は
タ
ラ
フ
ク
食く

っ
て
い
る
ぞ

         

ナ
ン
ジ
人じ

ん

民み
ん

飢う

え
て
死し

ね
」

６
．
労ろ

う

働ど
う

争そ
う

議ぎ

、
        

ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
頻ひ

ん

発ぱ
つ

し
…

４
．
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
容よ

う

共き
ょ
う

政せ
い

策さ
く

８
．
国こ

く

民み
ん

を
覚か

く

醒せ
い

さ
せ
た

        

昭し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

の
御ご

巡じ
ゅ
ん

幸こ
う

れ
、
４
０
度ど

の
暑あ

つ

さ
の
中な

か

を

背せ

広び
ろ

、
ネ
ク
タ
イ
姿す

が
た
で
、
上

じ
ょ
う

半は
ん

身し
ん

裸は
だ
かの
鉱こ

う

夫ふ

た
ち
を
激げ

き

励れ
い

さ
れ
た
。
深ふ

か

い
坑こ

う

内な
い

で
万ば

ん

歳ざ
い

の
声こ

え

が
轟と

ど
ろい
た
。
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

が
訪お

と
ず
れ
ら
れ
る
先さ

き

々ざ
き

で
、
国こ

く

民み
ん

は
勇ゆ

う

気き

づ
け
ら
れ
、
生せ

い

産さ
ん

高だ
か

は
飛ひ

躍や
く

的て
き

に
上あ

が
っ
た
。

　

ソ
連れ

ん

抑よ
く

留り
ゅ
う

中ち
ゅ
うに
洗せ

ん

脳の
う

さ

れ
、
革か

く

命め
い

の
尖せ

ん

兵ぺ
い

と
し
て
帰き

国こ
く

し
た
が
、
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

と
国こ

く

民み
ん

の
心こ

こ
ろの
通か

よ

い
合あ

い
を
見み

て
、

涙な
み
だな
が
ら
に
「
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

さ

ま
と
一い

っ

緒し
ょ

に
私わ

た
し
も
頑が

ん

張ば

り
ま

す
」
と
語か

た

っ
た
引ひ

き
揚あ

げ
者し

ゃ

も
い
た
。

　

ゼ
ネ
ス
ト
で
国こ

く

民み
ん

の
生せ

い

活か
つ

を
さ
ら
に
苦く

る

し
め
て
、
混こ

ん

乱ら
ん

の
中な

か

か
ら
革か

く

命め
い

に
つ
な
げ
よ

う
と
す
る
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

に
対た

い

し
て
、「
国こ

く

民み
ん

を
慰な

ぐ
さ

め
、
励は

げ

ま
し
、
ま
た
復ふ

っ

興こ
う

の
た
め
に

立た

ち
あ
が
ら
せ
る
為た

め

の
勇ゆ

う

気き

を
与あ

た
えへ
る
」
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

の
大お

お

御み

心ご
こ
ろが
共

き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

の
機き

運う
ん

を
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Cúpula trilateral entre Japão, 
China e Coreia do Sul deve ser 
realizada ainda este mês

Cientista japonês coganhador do Nobel de Química 
deste ano quer ajudar a resolver problemas ambientais

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Diplomacia (11/12/2019)

Premiado do Nobel (12/12/2019)

O primeiro-ministro ja-
ponês, Shinzo Abe, irá 
visitar a China ainda este 
mês para participar de um 
encontro de cúpula trilate-
ral com os líderes chinês e 
sul-coreano.
O secretário-chefe do ga-
binete japonês, Yoshihide 
Suga, revelou os planos na 
quarta-feira. Pouco antes, 

O cientista japonês Akira 
Yoshino, coganhador do 
Prêmio Nobel de Quími-
ca deste ano, afirmou que 
quer estar na vanguarda 
para ajudar a resolver pro-
blemas ambientais.
Na quarta-feira, ele con-
cedeu entrevista à NHK, 
após participar da cerimô-
nia de premiação, em Es-
tocolmo, na Suécia.

o governo chinês havia 
anunciado que a cúpula 
seria realizada na provín-
cia de Sichuan em 24 de 
dezembro.
Segundo Suga, o premiê 
estará na China do dia 23 
a 25 de dezembro.
O porta-voz do gover-
no declarou que a cúpula 
marca o 20º aniversário da 

Yoshino declarou que os 
dois meses desde que o 
prêmio foi decidido pas-
saram rapidamente, e que 
pensa ter sido capaz de 
transmitir sua mensagem 
ao mundo todo em seu dis-
curso comemorativo.
O cientista disse pensar 
que o prêmio que ele rece-
beu conta com o apoio dos 
esforços de muitas pessoas 

cooperação trilateral entre 
os países. Disse ainda que 
será discutida uma gran-
de gama de assuntos en-
volvendo tanto o presente 
como o futuro.
Yoshihide Suga também 
afirmou que a coordenação 
de políticas a respeito da 
Coreia do Norte fará parte 
da agenda de discussões, 

envolvidas na dissemina-
ção das baterias de íons de 
lítio. Ele lembrou que sen-
tiu uma enorme responsa-
bilidade ao receber o prê-
mio, o que inclui resolver 
problemas ambientais.
Akira Yoshino prosseguiu 
dizendo que, como um 
ganhador do Nobel, suas 
palavras serão ouvidas por 
um número maior de pes-

tal como outras questões 
internacionais e regionais.
O secretário-chefe do ga-
binete revelou ainda que 
estão sendo feitos pre-
parativos para encontros 
individuais de Abe com 
os presidentes chinês, Xi 
Jinping, e sul-coreano, 
Moon Jae-in, nos bastido-
res do evento.

soas.
Segundo o cientista de 
71 anos, jovens podem 
exercer um papel ativo na 
solução de problemas am-
bientais. Ele afirmou que-
rer estar na vanguarda para 
ajudar essas pessoas.
Yoshino planeja retornar 
ao Japão no próximo do-
mingo.

Analistas dizem que levantamento 
apresentará resultados piores sobre 
otimismo empresarial no Japão

Economia (10/12/2019)

Quase todos os econo-
mistas consultados preve-
em que um levantamento 
muito aguardado sobre o 
otimismo empresarial no 
Japão apresentará resulta-
dos piores. Eles acreditam 
que o clima mais sombrio 
será devido ao aumento no 
imposto sobre consumo e 
aos efeitos de um forte tu-
fão que atingiu o país.
O relatório “Tankan”, do 
Banco do Japão, será di-
vulgado na próxima sexta-
feira. A cada três meses, a 

entidade pergunta a 10 mil 
empresas para que opinem 
sobre a economia japonesa.
Analistas de 14 institui-
ções privadas elaboraram 
suas previsões para o le-
vantamento. Com exceção 
de uma instituição, todas 
elas esperam que o índice 
principal para grandes fa-
bricantes piore de +5, re-
gistrado no levantamento 
de setembro, para entre -1 
e +5. Uma leitura positiva 
indica otimismo a respeito 
da economia.

Imperatriz Masako, do Japão, 
completa 56 anos

Comitê dos Jogos Paralímpicos 2020 
busca pessoas para cerimônias oficiais

Casa Imperial (09/12/2019)

Jogos olímpicos (09/12/2019)

A imperatriz Masako, 
do Japão, ao completar 56 
anos de idade, manifestou 
apreciação pela calorosa 
simpatia com que a popula-
ção japonesa celebrou este 
ano a entronização do im-
perador Naruhito.
A Agência da Casa Impe-
rial divulgou declaração 
por escrito da imperatriz 
nesta segunda-feira.
O imperador ascendeu ao 
trono em 1º de maio. Re-
centemente o casal imperial 
cumpriu uma série de ceri-
mônias e eventos relaciona-
dos com a entronização.
A imperatriz disse sentir-
se aliviada e satisfeita pela 
conclusão dos atos sem 

O comitê organizador dos 
Jogos Paralímpicos de Tó-
quio 2020 vai começar, em 
breve, a aceitar inscrições de 
pessoas que desejem atuar 
nas cerimônias de abertura e 
encerramento do evento.
Os organizadores afirma-
ram, na segunda-feira, que 
mais de 400 pessoas, prin-
cipalmente pessoas com de-
ficiência, vão ser escolhidas 
por meio de processos de 
seleção.
As cerimônias de abertura e 
encerramento dos Jogos Pa-
ralímpicos estão marcadas 
para os dias 25 de agosto e 
6 de setembro, respectiva-
mente, e serão realizadas no 
novo estádio nacional em 
Tóquio.

que houvesse problemas. 
Acrescentou que foi capaz 
de participar das celebra-
ções ao lado do imperador 
graças ao apoio recebido 
dele.
Ela expressou gratidão pelo 
que descreveu como felici-
tações extraordinariamente 
calorosas manifestadas por 
tantas pessoas desde a en-
tronização.
A imperatriz disse que 
guardará como lembranças 
inestimáveis os sorrisos das 
muitas pessoas com quem 
se encontrou em diferentes 
partes do Japão. Afirmou 
que estas memórias vão lhe 
servir de grande apoio no 
futuro.

A organização disse que vai 
selecionar algumas poucas 
pessoas para os papéis prin-
cipais, cerca de 20 músicos 
e dançarinos e outras 400 
para atuações diversas.
Os inscritos devem ter 6 
anos ou mais, a partir de 
abril do ano que vem.
Os organizadores dizem que 
querem encorajar o maior 
número possível de pessoas 
com deficiência a participar 
dos processos de seleção.
As inscrições serão aceitas 
online a partir do meio-dia 
de terça-feira até o dia 10 de 
janeiro. A avaliação inicial 
dos formulários de inscrição 
e o processo seletivo devem 
ocorrer até março do ano 
que vem.

Caso o índice recue, con-
forme o esperado, isso 
representaria o quarto tri-
mestre consecutivo de en-
fraquecimento.
Para empresas de grande 
porte não manufatureiras, 
todas as instituições espe-
ram uma queda de +21, 
registrado no levantamento 
anterior, para entre +13 e 
+18.
Os analistas dizem que 
consumidores fizeram 
compras de última hora an-
tes do aumento do imposto 

sobre consumo, em 1º de 
outubro, seguido de um es-
friamento no consumo nos 
meses seguintes.
Eles citaram ainda os efei-
tos do Hagibis, um pode-
roso tufão que devastou o 
leste e o norte do Japão em 
outubro. A tempestade é 
responsabilizada pelas ven-
das e produção mais bai-
xas. Já a disputa comercial 
entre os Estados Unidos e 
a China também contribuiu 
para a morosidade nas ex-
portações.

Seleção japonesa de rugby é 
homenageada com desfile em Tóquio

Acordo comercial entre Japão e EUA 
entrará em vigor no dia 1º de Janeiro

Desfile (11/12/2019)

Comércio exterior (10/12/2019)

A seleção japonesa de 
rugby foi homenageada 
com um desfile em Tóquio 
na quarta-feira celebrando 
seu desempenho histórico 
na Copa do Mundo de Ru-
gby deste ano.
No torneio, o Japão venceu 

Um novo acordo comer-
cial entre o Japão e os Esta-
dos Unidos deve entrar em 
vigor no dia 1º de janeiro, 
depois do governo japonês 
ter anunciado que comple-
tou todos os procedimentos 
necessários.
O primeiro-ministro do Ja-
pão, Shinzo Abe, e o presi-
dente dos Estados Unidos, 
Donald Trump, já haviam 
concordado sobre os termos 
do acordo em setembro e, 
no dia 4 de dezembro, legis-
ladores japoneses votaram 
aprovando o documento. 
Segundo Trump, o acordo 
não necessita de aprovação 

todas as quatro partidas na 
fase de grupos, incluindo 
jogos contra as poderosas 
seleções da Irlanda e Es-
cócia. A equipe japonesa 
avançou para a fase de ma-
ta-mata, onde foi elimina-
da pela África do Sul, que 

do Congresso por estar num 
processo acelerado.
Tóquio concordou em redu-
zir as tarifas sobre produtos 
agropecuários dos Estados 
Unidos, mas não mais do 
que o que havia sido con-
cordado na Parceria Trans-
pacífica, que foi abandona-
da por Washington.
Abe e Trump concordaram 
que Washington não vai au-
mentar a tarifa sobre veícu-
los japoneses.
O Japão quer que os Esta-
dos Unidos removam todas 
as tarifas sobre automóveis 
e autopeças, uma questão 
que os dois países concor-

eventualmente seria cam-
peã da competição.
O capitão da seleção nipô-
nica, Michael Leitch, dis-
se que o resultado se deu 
graças ao apoio dos fãs nos 
estádios e em todo o país.

daram em continuar nego-
ciando.
Washington e Tóquio pre-
tendem dar início à próxima 
rodada de negociações den-
tro de um período de quatro 
meses depois que o pacto 
entrar em vigor.
O ministro dos Negócios 
Estrangeiros do Japão, 
Toshimitsu Motegi, salien-
tou a importância do acordo, 
que se segue às conclusões 
da Parceria Transpacífica e 
do Acordo de Parceria Eco-
nômica Japão - União Euro-
peia.
Motegi disse que os três 
acordos combinados po-

deriam resultar numa nova 
zona econômica livre cen-
trada no Japão e cobrindo 
cerca de 60% da economia 
mundial.
Motegi acrescentou que o 
Japão vai continuar exer-
cendo um papel de lideran-
ça para manter e fortalecer 
o sistema global de livre 
comércio.
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ま
幕ま

く

を
閉と

じ
た
。
首し

ゅ

里り

城
じ
ょ
う

の
焼

し
ょ
う

失し
つ

は
、
日に

本ほ
ん

の
歴れ

き

史し

遺い

産さ
ん

の
損そ

ん

失し
つ

と
と
も
に
、
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
し
た
多お

お

く
の

人ひ
と

々び
と

の
精せ

い

神し
ん

的て
き

苦く

痛つ
う

を
招ま

ね

い

た
事じ

件け
ん

だ
っ
た
。
し
か
し
焼

し
ょ
う

失し
つ

か
ら
１
カ
月げ

つ

ほ
ど
で
今こ

ん

回か
い

の
イ
ベ
ン
ト
開か

い

催さ
い

に
至い

た

り
、
ア

メ
リ
カ
大た

い

陸り
く

で
も
寄き

付ふ

を
募つ

の

る
動う

ご

き
が
見み

ら
れ
る
な
ど
、

　
「
首し

ゅ

里り

城じ
ょ
う

再さ
い

建け
ん

！ 

ち
ば
り
よ
ー
う
ち
な
ー
！
」
―
―
ブ
ラ
ジ
ル
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

・
ブ
ラ
ジ
ル
沖お

き

縄な
わ

文ぶ
ん

化か

セ
ン
タ
ー
（
上う

え

原は
ら

ミ

ウ
ト
ン
定さ

だ

雄お

会か
い

長ち
ょ
う）
は
、
１
０
月が

つ

末ま
つ

に
主し

ゅ

要よ
う

建た
て

物も
の

が
焼

し
ょ
う

失し
つ

し
た
首し

ゅ

里り

城じ
ょ
う

再さ
い

建け
ん

に
向む

け
、
寄き

付ふ

を
呼よ

び
か
け
る
イ
ベ
ン
ト
「
ち

ば
り
よ
ー
う
ち
な
ー 

～
皆み

な

で
首し

ゅ

里り

城じ
ょ
うの
再さ

い

建け
ん

を
～
」（
上う

え

原は
ら

テ
リ
オ
実じ

っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う）
を
８
日か

午ご

後ご

、
聖せ

い

市し

の
ブ
ラ
ジ
ル
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

本ほ
ん

部ぶ

会か
い

館か
ん

に
て
開か

い

催さ
い

し
た
。
５
０
レ
ア
ル
の
寄き

付ふ

が
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

料り
ょ
う

代が

わ
り
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
約や

く

７
０
０
人に

ん

が
来ら

い

場じ
ょ
うし
、約や

く

３
０
０
人に

ん

の
演え

ん

者じ
ゃ

も
自み

ず
か
ら
払は

ら
っ
て
参さ

ん

加か

し
、首し

ゅ

里り

城じ
ょ
う

再さ
い

建け
ん
へ
の
熱あ

つ

い
想お

も

い
を
共

き
ょ
う

有ゆ
う

し
た
。（
６
面め

ん

に
関か

ん

連れ
ん

写し
ゃ

真し
ん

グ
ラ
フ
）

世せ

界か
い

の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
絆

き
ず
な

を
再さ

い

確か
く

認に
ん

で
き
た
。
火か

災さ
い

は

不ふ

幸こ
う

な
出で

来き

事ご
と

だ
が
、
こ
れ

を
バ
ネ
に
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の

絆き
ず
なを
一い

っ

層そ
う

深ふ
か

め
て
ほ
し
い
と
こ

ろ
。

　
　
　
　
　

◎

　

伯は
っ

国こ
く

陸り
く

軍ぐ
ん

の
エ
ド
ソ
ン
・

マ
サ
ユ
キ
・
ヒ
ロ
シ
氏し

の

式し
き

典て
ん

に
参さ

ん

加か

し
た
平ひ

ら

崎さ
き

靖や
す

之ゆ
き

　

入
に
ゅ
う

場じ
ょ
う

料り
ょ
うや
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど

の
グ
ッ
ズ
、
沖お

き

縄な
わ

そ
ば
や
弁べ

ん

当と
う

販は
ん

売ば
い

な
ど
の
全ぜ

ん

収し
ゅ
う

益え
き

が
寄き

付ふ

に
充あ

て
ら
れ
、
寄き

付ふ

金き
ん

は

入に
ゅ
う

場じ
ょ
う

料り
ょ
うだ
け
で
約や

く

５
万ま

ん

レ

に
な
っ
た
。
島し

ま

袋ぶ
く
ろ

栄え
い

喜き

副ふ
く

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うに
よ
れ
ば
「
入

に
ゅ
う

場
じ
ょ
う

料り
ょ
うと
は
別べ

つ

に
、
寄き

付ふ

金き
ん

を
置お

い
て
い
っ
た
人ひ

と

も
い
た
」
と
の

こ
と
。

　

開か
い

会か
い

式し
き

で
上う

え

原は
ら

県け
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

長ち
ょ
うは
「
首し

ゅ

里り

城じ
ょ
うの
焼

し
ょ
う

失し
つ

に
多お

お

く
の
人ひ

と

が
心こ

こ
ろ
を
痛い

た

め
て
い
る
。

再さ
い

建け
ん

の
た
め
に
様さ

ま

々ざ
ま

な
支し

援え
ん

を
実じ

っ

施し

し
、
一い

ち

日に
ち

も
早は

や

い
復ふ

っ

興こ
う

を
祈い

の

り
た
い
。
今き

ょ
う日
は
各か

く

芸げ
い

能の
う

団だ
ん

体た
い

、
青せ

い

年ね
ん

部ぶ

が
自じ

分ぶ
ん

の
予よ

定て
い

を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て

集あ
つ

ま
っ
て
く
れ
た
。
出

し
ゅ
つ

演え
ん

者し
ゃ

、

来ら
い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

の
皆み

な

に
感か

ん

謝し
ゃ

す
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
客

き
ゃ
く

席せ
き

か
ら

拍は
く

手し
ゅ

が
送お

く

ら
れ
た
。

　

当と
う

日じ
つ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
２

部ぶ

構こ
う

成せ
い

。
第だ

い

２
部ぶ

で
は
ブ
ラ

ジ
ル
琉

り
ゅ
う

球き
ゅ
う

舞ぶ

踊よ
う

玉た
ま

城ぐ
す
く

流り
ゅ
う

扇せ
ん

寿じ
ゅ

会か
い

代だ
い

表ひ
ょ
うの
斉さ

い

藤と
う

悟さ
と
るさ
ん
に

よ
る
創そ

う

作さ
く

歌か

舞ぶ

劇げ
き

が
上

じ
ょ
う

演え
ん

さ

れ
た
。
２
週

し
ゅ
う

間か
ん

で
特と

く

別べ
つ

に
作つ

く

り
上あ

げ
た
琉

り
ゅ
う

球き
ゅ
う

王お
う

朝ち
ょ
うを
舞ぶ

台た
い

に
し
た
新し

ん

作さ
く

歌か

舞ぶ

劇げ
き

。
王お

う

が

代だ
い

替が
わ

り
す
る
際さ

い

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

か
ら

皇こ
う

帝て
い

の
名

み
ょ
う

代だ
い

と
し
て
使し

者し
ゃ

を

招ま
ね

き
、
琉

り
ゅ
う

球き
ゅ
う

国こ
く

王お
う

を
任に

ん

命め
い

す

る
と
い
う
場ば

面め
ん

を
再さ

い

現げ
ん

し
た
。

　

ま
ず
白し

ろ

い
衣い

装し
ょ
うに
身み

を
包つ

つ

ん
だ
４
人に

ん

の
祝の

女ろ

が
現あ

ら
わ
れ
、

神か
み

へ
の
祈い

の

り
を
さ
さ
げ
た
。

太た
い

鼓こ

の
胴ど

う

を
木も

く

材ざ
い

に
見み

立た

て

て
振ふ

り
回ま

わ

し
、「
首し

ゅ

里り

城じ
ょ
うを
建た

て
る
様よ

う

子す

を
再さ

い

現げ
ん

し
た
」
と

い
う
「
国く

ん

頭じ
ゃ
んサ
バ
ク
イ
」
を
、

レ
キ
オ
ス
芸げ

い

能の
う

同ど
う

好こ
う

会か
い

エ
イ

サ
ー
太だ

い

鼓こ

が
迫は

く

力り
ょ
くあ
る
演え

ん

奏そ
う

で
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

し
た
。

　

続つ
づ

い
て
会か

い

場じ
ょ
う

後こ
う

方ほ
う

か
ら
国こ

く

王お
う

を
先せ

ん

頭と
う

と
す
る
行

ぎ
ょ
う

列れ
つ

が
舞ぶ

台た
い
へ
と
進す

す

み
登と

う

壇だ
ん

。
上う

え

原は
ら

フ
ェ

リ
ペ
さ
ん
が
演え

ん

じ
る
王お

う

と
斉さ

い

藤と
う

さ
ん
演え

ん

じ
る
王お

う

妃ひ

が
優ゆ

う

雅が

な
舞ま

い
を
見み

せ
た
。
上ぬ

ぶ

りい

口く

説ど
ぅ
ちや
武ぶ

道ど
う

の
舞ま

い
な
ど
の
シ
ョ

ー
を
繰く

り
広ひ

ろ

げ
、
演え

ん

者じ
ゃ

に
よ

る
華は

な

や
か
で
緩か

ん

急き
ゅ
うあ
る
演え

ん

目も
く

に
観か

ん

客き
ゃ
くは
見み

入い

っ
た
。

　

な
お
第だ

い

１
部ぶ

で
は
沖お

き

縄な
わ

民み
ん

謡よ
う

、
空か

ら

手て

、
太た

い

鼓こ

な
ど
の
シ

ョ
ー
が
披ひ

露ろ
う

さ
れ
た
。
子こ

ど

も
だ
け
の
太た

い

鼓こ

演え
ん

奏そ
う

で
は
、

掛か

け
声ご

え

を
上あ

げ
舞ま

う
無む

邪じ
ゃ

気き

な
姿す

が
た
を
、
観か

ん

客き
ゃ
くは
温あ

た
た
か
い
笑え

顔が
お

で
見み

つ
め
た
。
ブ
ラ
ジ
ル

健け
ん

康こ
う

表ひ
ょ
う

現げ
ん

体た
い

操そ
う

協き
ょ
う

会か
い

（
川か

わ

添ぞ
え

敏と
し

江え

会か
い

長ち
ょ
う）
も
特と

く

別べ
つ

に
招

し
ょ
う

待た
い

を
受う

け
出

し
ゅ
つ

演え
ん

し
た
。

　

沖お
き

縄な
わ

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ダ
ン
ス

　

オ
イ
ス
カ
・
ブ
ラ
ジ
ル

（
以い

下か

Ｏ
Ｂ
、
高た

か

木き

ラ
ウ
ル

会か
い

長ち
ょ
う）
が
主し

ゅ

催さ
い

す
る
植

し
ょ
く

樹じ
ゅ

事じ

業ぎ
ょ
うが
７
日か

午ご

後ご

２
時じ

か
ら
、

聖せ
い

州し
ゅ
うク
ー
ニ
ャ
市し

郊こ
う

外が
い

で
行

お
こ
な

わ
れ
、
コ
チ
ア
青せ

い

年ね
ん

連れ
ん

絡ら
く

協
き
ょ
う

議ぎ

会か
い

（
前ま

え

田だ

進す
す
む

会か
い

長ち
ょ
う）
の
会か

い

員い
ん

２
３
人に

ん

ら
も
参さ

ん

加か

し
た
。

野の

口ぐ
ち

泰や
す
しサ
ン
パ
ウ
ロ
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

も
植

し
ょ
く

樹じ
ゅ

に
加く

わ

わ
っ
た
。
高た

か

さ

１
～
３
メ
ー
ト
ル
の
ブ
ラ
ジ

ル
在ざ

い

来ら
い

種し
ゅ

の
苗な

え

８
０
本ぽ

ん

を
約や

く

１
時じ

間か
ん

で
植う

え
た
。

　

当と
う

日じ
つ

は
Ｏ
Ｂ
の
花は

な

田だ

ル
イ

ス
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
うが
司し

会か
い

を
担た

ん

当と
う

。

こ
の
た
め
に
来ら

い

伯は
く

し
た
オ
イ

ス
カ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

の
渡わ

た

辺な
べ

忠た
だ
し

副ふ
く

総そ
う

裁さ
い

は
「
ク
ー

ニ
ャ
市し

の
植

し
ょ
く

樹じ
ゅ

は
今こ

年と
し

で
３

の
「
島し

ま

ぬ
リ
ミ
ッ
ク
ス
」
で
は
、

Ｂ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
の
代だ

い

表ひ
ょ
う

曲き
ょ
く『
島し

ま

人ん
ち
ゅぬ
宝た

か
ら
』
を
ア
レ
ン
ジ
し
た

楽が
っ

曲き
ょ
くに
合あ

わ
せ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
の
よ
う
に
歌う

た

い
踊お

ど

り
会か

い

場
じ
ょ
う

を
盛も

り
上あ

げ
た
。

　

最さ
い

後ご

は
出

し
ゅ
つ

演え
ん

者し
ゃ

ら
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

、
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

一い
ち

同ど
う

で
「
首し

ゅ

里り

城じ
ょ
う

再さ
い

建け
ん

！　

ち
ば
り
よ
ー

う
ち
な
ー
！
」
と
声こ

え

を
上あ

げ
、

年ね
ん

に
な
る
。
ク
ー
ニ
ャ
市し

は
サ

ン
パ
ウ
ロ
、
ミ
ナ
ス
、
リ
オ
３

州し
ゅ
うに
流な

が

れ
る
川か

わ

の
水す

い

源げ
ん

地ち

で
、

そ
の
流

り
ゅ
う

域い
き

に
は
２
千せ

ん

万ま
ん

人に
ん

が

住す

ん
で
い
る
。
２
０
１
６
年ね

ん

の
パ
リ
協

き
ょ
う

定て
い

で
ブ
ラ
ジ
ル
は

１
６
０
０
万ま

ん

ヘ
ク
タ
ー
ル
に

植し
ょ
く

林り
ん

す
る
と
約や

く

束そ
く

、
聖せ

い

州
し
ゅ
う

で
は
２
０
３
０
年ね

ん

ま
で
に

６
０
０
万ま

ん

本ぼ
ん

を
植

し
ょ
く

樹じ
ゅ

す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
う
ち

５
０
万ま

ん

本ぼ
ん

を
オ
イ
ス
カ
・
ブ

ラ
ジ
ル
が
引ひ

き
受う

け
た
」
と

来ら
い

社し
ゃ

し
た
一い

っ

行こ
う

　

伯は
っ

国こ
く

陸り
く

軍ぐ
ん

の
エ
ド
ソ
ン
・
マ

サ
ユ
キ
・
ヒ
ロ
シ
氏し

（
５
２
、

三さ
ん

世せ
い

）
が
、
先せ

ん

月げ
つ

２
５
日に

ち

に

公こ
う

表ひ
ょ
うさ
れ
た
連れ

ん

邦ぽ
う

政せ
い

府ふ

の
官か

ん

報ぽ
う

で
大た

い

佐さ

か
ら
少

し
ょ
う

将し
ょ
うに
昇

し
ょ
う

格か
く

し
、
今こ

ん

月げ
つ

５
日か

に
ブ
ラ
ジ
リ

ア
の
陸り

く

軍ぐ
ん

ク
ラ
ブ
で
式し

き

典て
ん

が
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
。
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
陸り

く

軍ぐ
ん

将し
ょ
う

官か
ん

と
し
て
は
歴れ

き

代だ
い

６
人に

ん

目め

と
な
る
。

　

ヒ
ロ
シ
氏し

は
、
１
９
６
７

年ね
ん

３
月が

つ

８
日か

生う

ま
れ
で
聖せ

い

市し

出し
ゅ
っ

身し
ん

。
９
０
年ね

ん

に
ア
グ
ラ
ス・

ネ
グ
ラ
ス
陸り

く

軍ぐ
ん

士し

官か
ん

学が
っ

校こ
う

の
歩ほ

兵へ
い

士し

官か
ん

訓く
ん

練れ
ん

コ
ー
ス
を
首し

ゅ

席せ
き

で
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うし
、
ゼ
ツ
リ
オ
・

バ
ル
ガ
ス
財ざ

い

団だ
ん

で
経け

い

営え
い

執し
っ

行こ
う

役や
く

員い
ん

コ
ー
ス
の
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
取し

ゅ

得と
く

し
て
い
る
。

　

式し
き

典て
ん

に
は
、
出

し
ゅ
っ

席せ
き

が
叶か

な

わ

な
か
っ
た
ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うに
代か

わ
り
、

ア
ミ
ウ
ト
ン
・
モ
ウ
ロ
ン
副ふ

く

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うも
参さ

ん

加か

し
た
。

　

熊く
ま

本も
と

県け
ん

文ぶ
ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

の
清き

よ

原は
ら

ケ
ン
ジ
会か

い

長ち
ょ
うと
共と

も

に
式し

き

典て
ん

に

出し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
平ひ

ら

崎さ
き

靖や
す

之ゆ
き

さ
ん
は
、

「
ヒ
ロ
シ
少

し
ょ
う

将し
ょ
うは
と
て
も
優ゆ

う

秀し
ゅ
うな
方か

た

で
、
こ
れ
か
ら
大お

お

い
ヒ
ロ
シ
少

し
ょ
う

将し
ょ
うは
来ら

い

年ね
ん

１
月が

つ

２
２
日に

ち

に
、
聖せ

い

州し
ゅ
うカ
ン
ピ
ー

さ
ん
は
、「
彼か

れ

の
名

み
ょ
う

字じ

な
ん

で
す
が
、
本ほ

ん

当と
う

は
『
ヒ
ロ

セ
』
な
ん
で
す
」
と
説せ

つ

明め
い

す

る
。
な
ん
で
も
、
ヒ
ロ
シ
氏し

の
祖そ

父ふ

が
登と

う

記き

所し
ょ

に
行い

っ
た

際さ
い

に
、
名な

前ま
え

を
間ま

違ち
が

え
て
登と

う

録ろ
く

さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と

か
。「
親し

ん

戚せ
き

の
方か

た

が
『
ヒ
ロ

セ
』
な
の
で
、
本ほ

ん

当と
う

の
名

み
ょ
う

字じ

が
分わ

か
っ
た
ん
で
す
が
、
今い

ま

か
ら
名

み
ょ
う

字じ

を
変か

え
る
の
は
大た

い

変へ
ん

な
の
で
、
そ
の
ま
ま
に
し

て
い
る
そ
う
で
す
」
と
の
こ

と
。
本ほ

ん

紙し

ポ
語ご

版ば
ん

の
ジ
ョ
ル

ナ
ル
・
ニ
ッ
パ
キ
紙し

の
ア
ウ

ド
・
シ
グ
チ
編へ

ん

集し
ゅ
う

長ち
ょ
うも
、『
ヒ

グ
チ
』
が
『
シ
グ
チ
』
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
と
か
。
昔む

か
し

の

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

に
よ
く
起お

き
た
問も

ん

題だ
い

と
言い

っ
た
と
こ
ろ
か
。

ヒロシ少
しょう

将と関
かん

係
けい

者
しゃ

らで記
き

念
ねん

撮
さつ

影
えい

（提
てい

供
きょう

写
しゃ

真
しん

）

出し
ゅ
つ

演え
ん

者し
ゃ

も
５
０
レ
払は

ら

っ
て
参さ

ん

加か

「
ち
ば
り
よ
ー
う
ち
な
ー
！
」

あ
い
さ
つ
し
た
。

　

植
し
ょ
く

林り
ん

を
終お

え
た
野の

口ぐ
ち

総そ
う

領
り
ょ
う

事じ

は
、「
今こ

年と
し

２
回か

い

目め

の
植

し
ょ
く

林り
ん

を
し
ま
し
た
。
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
今こ

年と
し

２
回か

い

も
訪ほ

う

日に
ち

し
、
安あ

倍べ

総そ
う

理り

と
は
３
回か

い

も
会か

い

談だ
ん

し
、
日に

っ

伯ぱ
く

交こ
う

流り
ゅ
うが
深ふ

か

ま
っ
て
い
る
。
来ら

い

年ね
ん

は
東と

う

京
き
ょ
う

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
の

で
、
皆み

な

さ
ん
日に

本ほ
ん
へ
行い

っ
て
ほ

し
い
」
と
話は

な

し
た
。

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
拓た

く

殖し
ょ
く

協
き
ょ
う

同ど
う

組く
み

合あ
い

理り

事じ

長ち
ょ
うで
オ
イ
ス

カ
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
文ぶ

ん

野の

和か
ず

義よ
し

さ
ん
は
「
ブ
ラ
ジ
ル
は

３
回か

い

目め

。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は

《
子こ

ど
も
の
森も

り

》
計け

い

画か
く

を
推す

い

進し
ん

し
て
い
る
」
と
報ほ

う

告こ
く

し
た
。

コ
チ
ア
青せ

い

年ね
ん

連れ
ん

絡ら
く

協き
ょ
う

議ぎ

会か
い

の

副ふ
く

大だ
い

統と
う

領り
ょ
う

出し
ゅ
っ

席せ
き

、
６
人に

ん

目め

の
日に

っ

系け
い

将し
ょ
う

官か
ん

に

ヒ
ロ
シ
氏し

が
伯は

く

陸り
く

軍ぐ
ん

少し
ょ
う

将し
ょ
う

に
昇し

ょ
う

格か
く

前ま
え

田だ

会か
い

長ち
ょ
うは
、「
故ふ

る

郷さ
と

に
来き

た
よ
う
な
気き

が
す
る
」
と
ク
ー
ニ
ャ
市し

へ
の
親し

た

し
み
を
込こ

め

た
。

　

あ
い
さ
つ
の
後あ

と

、
訪ほ

う

伯は
く

団だ
ん

の
一ひ

と

人り

で
レ
パ
ス
ト
株か

ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

の
酒さ

か

井い

勇ゆ
う

之の

進し
ん

さ
ん
が
、
見み

事ご
と

な
藤ふ

じ

間ま

流り
ゅ
う

日に

本ほ
ん

舞ぶ

踊よ
う

を

披ひ

露ろ
う

し
た
。
一い

っ

行こ
う

は
感か

ん

嘆た
ん

し

な
が
ら
、
酒さ

か

井い

さ
ん
の
『
黒く

ろ

田だ

節ぶ
し

』『
武た

け

田だ

節ぶ
し

』『
伊だ

達て

時し
ぐ
れ雨
』
な
ど
の
舞ま

い

を
じ
っ
く
り

と
鑑か

ん

賞し
ょ
うし
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

商し
ょ
う

工こ
う

会か
い

議ぎ

所し
ょ

の
平ひ

ら

田た

藤ふ
じ

義よ
し

事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
うも
、

「
会か

い

議ぎ

所し
ょ

に
も
会か

い

員い
ん

企き

業ぎ
ょ
う５

か
ら
６
社し

ゃ

に
よ
る
環か

ん

境き
ょ
う

委い

員い
ん

会か
い

が
あ
り
、
手て

弁べ
ん

当と
う

で
グ
ア

ル
ー
リ
ョ
ス
市し

の
エ
コ
ロ
ジ
ー

パ
ー
ク
に
家か

族ぞ
く

で
植

し
ょ
く

樹じ
ゅ

し
て

協き
ょ
う

力り
ょ
くし
て
お
り
ま
す
」
と
賛さ

ん

同ど
う

す
る
気き

持も

ち
を
コ
メ
ン
ト

し
た
。

　
「
日に

本ほ
ん

式し
き

の
正

し
ょ
う

月が
つ

気き

分ぶ
ん

を

味あ
じ

わ
い
ま
せ
ん
か
」
―
―

サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

の
ブ
ル
ー
ツ

リ
ー
・
プ
レ
ミ
ア
ム
・
パ
ウ

リ
ス
タ
（R

u
a P

eixo
to 

G
o

m
id

e, 7
0

7
, C

er -
q

u
eira C

ésar
）
が
、

２
０
２
０
年ね

ん

１
月が

つ

１
日た

ち

（
水す

い

）
午ご

後ご

１
時じ

か
ら
「
正

し
ょ
う

月が
つ

の
お
せ
ち
料

り
ょ
う

理り

」
と
多た

国こ
く

籍せ
き

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
の
特と

く

別べ
つ

サ
ー
ビ

ス
と
共と

も

に
『
令れ

い

和わ

』
を
テ
ー

マ
と
し
た
シ
ョ
ー
を
行お

こ
な
う
。

　

お
せ
ち
料

り
ょ
う

理り

は
、
有ゆ

う

名め
い

和わ

首
しゅ

里
り

城
じょう

再
さい

建
けん

寄
き

付
ふ

イベント盛
せい

大
だい

に沖
お き

縄
な わ

（７） ２０１９年第５３９０号 	１２月	１４日	（土曜日）

特と
く

別べ
つ

演え
ん

奏そ
う

『
嵐あ

ら
し

』
の
奉ほ

う

祝し
ゅ
く

曲き
ょ
く

披ひ

露ろ
う

元が
ん

旦た
ん

お
せ
ち
予よ

約や
く

受う
け

付つ
け

、
23
日に

ち

ま
で

ブルーツリー

豪
ごう

華
か

絢
けん

爛
らん

な第
だい

２部
ぶ

のフィナーレ

穴
あな

を掘
ほ

る前
まえ

田
だ

会
かい

長
ちょう

、苗
なえ

のビニール袋
ぶくろ

を集
あつ

める渡
わた

辺
なべ

副
ふく

総
そう

裁
さい

、
植
しょく

樹
じゅ

するコチア青
せい

年
ねん

連
れん

絡
らく

協
きょう

議
ぎ

会
かい

の皆
みな

さん
　

首し
ゅ

里り

城じ
ょ
う

再さ
い

建け
ん

の
寄き

付ふ

を
呼よ

び
か
け
る
イ
ベ
ン
ト
「
ち
ば

り
よ
ー
う
ち
な
ー 

～
皆み

な

で
首し

ゅ

里り

城じ
ょ
うの
再さ

い

建け
ん

を
～
」
は
、
予よ

想そ
う

さ
れ
た
通と

お

り
、
盛せ

い

況き
ょ
うの
ま

記き

念ね
ん

撮さ
つ

影え
い

を
行

お
こ
な
っ
た
。

　

２
０
年ね

ん

ほ
ど
前ま

え

、
デ
カ
セ

ギ
で
訪ほ

う

日に
ち

し
た
際さ

い

に
首し

ゅ

里り

城
じ
ょ
う

を
見み

た
と
い
う
仲な

か

地ち

美み

津つ

子こ

さ
ん
（
７
８
、
二に

世せ
い

）。「
焼

し
ょ
う

失し
つ

の
ニ
ュ
ー
ス
を
見み

た
時と

き

は
言こ

と

葉ば

が
出で

な
か
っ
た
。
あ
ん
な
に

き
れ
い
だ
っ
た
の
に
」
と
悔く

や

み
な
が
ら
も
「
再さ

い

建け
ん

を
願ね

が

い
、

沖お
き

縄な
わ

を
思お

も

う
多お

お

く
の
人ひ

と

の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くが
こ
の
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
形

か
た
ち

に
な
っ
た
の
は
、
素す

晴ば

ら
し
い

と
思お

も

う
」
と
笑え

顔が
お

を
見み

せ
た
。

　

第だ
い

２
部ぶ

の
歌か

舞ぶ

劇げ
き

を
創そ

う

作さ
く

し
た
斉さ

い

藤と
う

さ
ん
は
「
首し

ゅ

里り

城
じ
ょ
う

は
沖お

き

縄な
わ

芸げ
い

能の
う

の
シ
ン
ボ
ル
で

も
あ
る
の
で
、
見み

る
た
び
に

緊き
ん

張ち
ょ
うす
る
。
２
週

し
ゅ
う

間か
ん

で
の
準

じ
ゅ
ん

備び

は
大た

い

変へ
ん

だ
っ
た
が
、
出

し
ゅ
つ

演え
ん

者し
ゃ

も
沖お

き

縄な
わ

の
歴れ

き

史し

や
芸げ

い

能の
う

を

野の

口ぐ
ち

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

、
コ
チ
ア
青せ

い

年ね
ん

ら
も
参さ

ん

加か

オ
イ
ス
カ
が
ク
ー
ニ
ャ
で
植し

ょ
く

樹じ
ゅ

植し
ょ
く

樹じ
ゅ

に
参さ

ん

加か

し
た
野の

口ぐ
ち

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

理り

解か
い

し
て
い
た
か
ら
で
き
た
。

楽た
の

し
か
っ
た
」
と
達た

っ

成せ
い

感か
ん

を

見み

せ
た
。

　

同ど
う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
各か

く

支し

部ぶ

で
も

寄き

付ふ

を
募つ

の

っ
て
お
り
、
募ぼ

金き
ん

の
た
め
の
銀ぎ

ん

行こ
う

口こ
う

座ざ

も
開か

い

設せ
つ

し
て
い
る
。
来ら

い

年ね
ん

２
月が

つ

１
０

日か

に
県け

ん

庁ち
ょ
うへ
送そ

う

金き
ん

す
る
予よ

定て
い

だ
。

名め
い

曲き
ょ
くか
ら
、
人に

ん

気き

男だ
ん

性せ
い

ア
イ

ド
ル
グ
ル
ー
プ
『
嵐あ

ら
し
』
が
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

の
即そ

く

位い

を
祝い

わ

う
「
国こ

く

民み
ん

祭さ
い

典て
ん

」
で
歌う

た
っ
た
奉ほ

う

祝し
ゅ
く

曲
き
ょ
く

な
ど
も
演え

ん

奏そ
う

し
、
令れ

い

和わ

初は
じ

め

て
の
正

し
ょ
う

月が
つ

を
華は

な

や
か
に
祝い

わ

う
。

　
コ
ッ
ペ
デ
さ
ん
、足あ

立だ
ち

さ
ん
、

ブ
ル
ー
ツ
リ
ー
の
内う

ち

村む
ら

明あ
け

美み

さ
ん
は
、「
昭

し
ょ
う

和わ

、
平へ

い

成せ
い

、
そ

し
て
令れ

い

和わ

時じ

代だ
い

に
も
受う

け
継つ

が
れ
て
ほ
し
い
曲き

ょ
く
を
演え

ん

奏そ
う

す

る
の
で
、
子こ

供ど
も

か
ら
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

ま
で
楽た

の

し
め
ま
す
。
ぜ
ひ
お

せ
ち
を
食た

べ
な
が
ら
演え

ん

奏そ
う

を

お
聴き

き
く
だ
さ
い
」
と
呼よ

び

か
け
て
い
る
。

　

予よ

約や
く

は
１
人り

２
５
０
レ

ア
ル
（
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ド

リ
ン
ク
付づ

き
、
サ
ー
ビ
ス
料

り
ょ
う

１
０
％
加か

算さ
ん

）。
５
歳さ

い

以い

下か

は
無む

料り
ょ
う、

６
～
１
０
歳さ

い

は

半は
ん

額が
く

。
予よ

約や
く

や
問と

い

合あ
わ

せ
は
電で

ん

話わ

（
１
１
・
３
１
４
７
・
７ 

０
０
０
、１
１
・
９
９
８
３ 

１
・
１
３
２
８
、
内う

ち

村む
ら

明あ
け

美み

さ
ん
）、
又ま

た

は
メ
ー
ル
（k

a 
kem

i@
bluetree.com

.
b

r

、g
e

sto
r@

n
o

a
h

.
co

m
.b

r

）
ま
で
。
日に

本ほ
ん

語ご

で
対た

い

応お
う

可か

能の
う

。

食し
ょ
くレ
ス
ト
ラ
ン
「
藍あ

い

染ぞ
め

」
シ

ェ
フ
の
白し

ろ

石い
し

テ
ル
マ
さ
ん
が
作つ

く

る
。
予よ

約や
く

締し

め
切き

り
は
１
２

月が
つ

２
３
日に

ち

ま
で
。

　

特と
く

別べ
つ

演え
ん

奏そ
う

を
披ひ

露ろ
う

す
る
の

は
、
フ
ル
ー
ト
奏そ

う

者し
ゃ

で
、
先せ

ん

月げ
つ

２
３
日に

ち

に
津つ

軽が
る

笛ぶ
え

大た
い

使し

に

も
な
っ
た
コ
ッ
ペ
デ
外と

の

崎さ
き

ひ
ろ

み
さ
ん
と
、
ピ
ア
ノ
と
歌う

た

の

足あ

立だ
ち

弘ひ
ろ

子こ

さ
ん
。「
花は

な

」
な

ど
誰だ

れ

も
が
知し

っ
て
い
る
日に

本ほ
ん

の

ナ
ス
市し

の
陸り

く

軍ぐ
ん

第だ
い

１
１
師し

団だ
ん

の
司し

令れ
い

官か
ん

と
し
て
着

ち
ゃ
く

任に
ん

す
る
。

に
活か

つ

躍や
く

し
て
く

だ
さ
る

と
思お

も

う
」

と
語か

た

っ

た
。
軍ぐ

ん

関か
ん

係け
い

に

詳く
わ

し
い

平ひ
ら

崎さ
き

靖や
す

之ゆ
き

さ
ん

に
よ
れ

ば
「
全ぜ

ん

軍ぐ
ん

を
通と

お

し
て
は

１
３
人に

ん

目め

の
将

し
ょ
う

官か
ん

」
と

の
こ
と
。

　

な
お
、
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